
女
性
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集

期日…11 月14 日(劒～15 日(土)

会場…森のホール21

１ １月 １４ 日 鵆 森 の ホ ー ル21 （ 大 ホ ー ル ）

13:００　　開会

１３:10　　貴重講義

「男女共同参画２０００年プラン・国と自治体とのパートナーシップ」

講師…内閣総理大臣官房男女共同参画室長・名取はにわ氏

13:３０　　トーク＆トーク「素敵に家族」

パネリスト…イーデス・ハンソン氏、向井万起男氏

コーディネーター…小宮山洋子氏

15:10　分科会　（関係者のみ）

第１分科会：女性のエンパワーメントをどう支援できるか

第２分科会：女性センターを拠点としたパートナーシップづくり

第３分科会：男女平等教育の取り組み

第４分科会：ジェンダーに敏感な職員となるために

第５分科会：女 哇行動計画の推進体制と進行管理

１ １ 月 １５ 日 出 森 の ホ ー ル21 （ 小 ホ ー ル ）

９:10　　シンポジウム

「とも に創（つく ）る 新しい パ ート ナー シ ップを めざ して 」

（分科 会で 研究 討議 さ れた 結果を 踏 まえ ての シン ポジ ウ ム）

シ ンポジ スト …桜井 陽 子氏 （フ ォー ラ ムよこ はま ）

舘 かおる 氏 （お 茶の 水女 子大 学助 教授 ）

深 潭 純子 氏 （城西 国際 大学 講 師）

鈴木 優子 氏 （文部 省女|生政 策調 整 官）

コ ーデ ィネ ータ ー …船 橋邦子 氏 （大 阪女子 大学 教授 ）

11:３０　:　寸劇「ああ結婚、ああ介護」

出 演 …ま つど 女性 会議

１１：４０　閉会セレモニー

※１１月14 日 に 、女 哇問 題 グル ープ による:j　 。に……ﾉ､……･:;ｶ;森の ホ ー

ル １階ホ ワイエ で 行わ れま す （参加 団 体…あ い ・ ゆう会 、く らし の

情 報 ゆう 、女 性問 題研 究会 、松 戸カ ウン セリ ング の 会、 まつど 女 性

会 議 、松戸 婦人 問 題5JI究会 ）。

会

場

案

内

新京成線八柱駅南口またはJR 武 蔵野線新八柱駅下車徒歩15 分

八柱駅南口から新京成バス小金原団地行きで｢ 公 園中央口｣ 下車徒歩５分

馬 橋駅東口から新京成バス常盤平駅行きで｢ 水砂｣ 下車徒歩10 分

※１４日は専用の無料送迎バスが､ 随時､ 八柱駅南口から出ます。

人 口 と 世 帯　10 月1日現在

人口

男

女

世帯

主な内容

有料自転車駐車場の

定期使用者募集

下水道建設の

新対象区域説明会を開催

おはなしフェスティバル'９７

秋の火災予防運動

情報チャンネル

第
Ｓ
回
女
性
問
題
全
国
都
市
会
議
・
ま
っ
ど
女
性
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ど
い
仞

と
も
に
創
る
新
し
い
パ
ー
ト
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シ
ッ
プ
を
め
ざ
し
て

女
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問
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六
十

八
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を
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十

万
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よ
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県
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所
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地
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都

市

）

の

女

性
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に

携

わ
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行

政

担

当

者
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、

市

民
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立

場

か

ら

こ

れ

を

推

進

す

る

懇

話

会

委

員

な

ど

が

一

堂

に

会

し

て

、

女

性

問

題

解

決

の

た

め

の

施

策

に
つ

い

て

研

究

討

議

を

行

う

も

の

で

す

。

八

回

目

の

今

年

は

、
1
1
月
1
4
日

蚩

、
1
5
日

出

の

二

日

間

、

松

戸

市

を

会

場

に

開

催

さ

れ

ま

す

。

市

で

は

、

平

成
３

年

に

策

定

し

た

女

性

行

動

計

画

に

基

づ

き

、

女

性

も

男

性

も

自

分

ら

し

く

生

き

生

き

と

暮

ら

せ

る

ま

ち

づ

く

り

を

目

指

し

て

、

さ

ま

ざ

ま

な

事

業

を

展

開

し

て

い

ま

す

。

そ

の

一

環

と

し

て

開

催

し

て

い

る
「

松

戸

市

女

性

の

つ

ど

い

」
を

、
今

年

は

全

国

会

議

と

兼

ね

て

開

催

し

ま

す

。

こ

の

会

議

で

討

議

さ

れ

た

こ

と

は

、

女

性

や

男

性

を

め

ぐ

る

諸

問

題

解

決

へ

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

と

し

て

、

松

戸

か

ら

全

国

へ

発

信

さ

れ

ま

す

。

※
1
4日
に
開
催
す
る
「
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
」
は
、
整
理
券
が
必
要

で
す
。
整
理
券
を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い

。
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8
7
7
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番

素敵に家族

イ ー デ ス ハ ン ソ ン 氏

日本語が話せるアメリカ人タレン

トとして活躍。人間と社会に対す

るシ ャープな観察眼や独特な表現

力 は、司会などに当意即妙な才能

として発揮さ れています。

ﾄ ーク＆トーク

女性も男性も 、それぞれの能力を発揮

し対等に社会へ参画するために､「男は

仕事、女は家事育児」という固定的な

役割分担を 乗り越えた新しいパート ナ

ーシップ について考え ます。

向 井 万 起 男 氏

慶応大学医学部助教授。再度宇宙に

飛び立つことが決定した妻千秋さん

を、夫 の立場からどう支援している

かなど 、一味違った夫婦のパートナ

ーシップを語ってい ただきます。

健康で明るい県民づくり運動
「松戸市ウォークラリー大会」

１１月３０日（Eﾖ汗 前10 時 から 定員各 コースフ５組（３～６人 を

１組）　 費用無 料

圃11 月 １０日（月）〔消印有効 〕までに 往復八力

判 こチ ーム代表 者氏 名 ・住所 ・電話 番号 ・コー

ス 番号（第２希 望まで）と 参加者全員 の氏名 ・

年齢を 記入して 、〒２７１松 戸市上本 郷4434 運

動公 園内ス ポーツ課(S363-9241 番）へ

コース名 距離 スタート地点 コース内容

①ネイチャーふれあいコース 4.0Km 運動公園 一周して戻る

②発見・探検・よく見てコース 4.5Km 松戸駅 隠れた名所を紹介

③ゆっくリ歩こう八柱からコース5.0Km 新八柱駅 森林浴･ごみ拾いあリ

④むかしばなし寄り道コース 5.0Km 馬橋駅 家族向け

⑤ぐるつとまわって健脚コース 6.0Km 常盤平駅 健脚の人向け

※ゴール地点 は、いずれも運動公園で す。

小 宮 山 洋 子 氏

ＮＨＫ解説委員。一貫して報道番組を担当。

'９０年からは女性問題、労働問題などを中心

に活躍。男女共同参画審議会委員。今回はコ

ーディネーターを兼 ねて参加いただきます。

女

性
セ

ン

タ
ー
で

は

、
主
催

事

業

や
施

設
運
営

に
つ

い

て
の
意

見

を

広
く
市

民
に

求

め
る

た
め

、
運

営

協
議

会
委

員
を

募
集
し

ま

す
。

募
集

人
員
・：
四

人
以

内

任
期
：
車

成
９

年
1
2
月
１

日
か

ら
ｍ

窖

‥
月
3
0
日
ま

で
の

一
年
間

応
募

資
格

…
女

性
セ

ン
タ

ー
を

利

用
し

て
い

る

、
ま
た

は
こ

れ
か

ら
利
用

し
よ

う
と

す

る
市

民

応
募

方
法
二

日
月
ｍ

日
困

〔
必

着
〕
ま

で
に

、「
女

性
セ

ン
タ

ー
に

望
む
こ

と
」

と

題
し
て

、
八
百

字

以

内
に

ま

と
め

、住

所
・
氏

名
・
年

齢

・
性
別

・
職
業

を

記
入
し

て

、

学習機能

学 ぶ

情報機能

知 る

集う 考える

交流機能 相談機能

直
接
女
性
セ
ン
タ
ー
へ

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
審
査
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
（
交
通
費

は
実
費
支
給
）
。

牋
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

萱

3
6
4
・
８
７
フ
８
番

プログラム



有料自転車駐車場の

定期使用者を募集していま
す

本
年
４

月

か
ら
、
市

で
は
自

転
車
駐
車
場
の

有
料
許
可

制
を
進

め
て
い
ま

す
。

現
在
松
戸

駅
、
北
松

戸
駅

、
常

盤
平
駅
周
辺

の
自
転
車

駐
車
場

を
有
料
と
し

、
皆
さ
ん

に
使
用
し

て
い
た
だ
い

て
い
ま

す
。

今
後
は
空

き
の
有
無

を
問
わ

ず
、
い
つ
で

も
受
け
付
け

を
し
ま

す
の
で
（
1
0年
３

月
ま
で

）
、
希
望

者
は
お
申

し
込
み

く
だ
さ
い

。

難

安

全
課

定
期
使

用
の
応
募
要

領

○

使
用

で
き
る
車

種

防
犯
登
録
を
受
け
て
い
る
自
転
車

ま
た
は
原
動
機
付
自
転
車
（
五
十

ぽ

以
下
）

○
使
用

で
き
る
人

駅
を
起
点
と
し
て
お
お
む
ね
八
百

び
以
遠
に
自
宅
ま
た
は
通
勤
・
通
学

先
が
あ
る
人
（
各
駅
周
辺
八
百
片
圏

内
の
位
置
図
は
、
次
の
自
転
車
駐
車

場
の
管
理
棟
お
よ
び
常
盤
平
駅
構

内

に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
）
。

松
戸
駅
東
口
高
架
下

・
松
戸
駅
西

口
公
園
下
・
北
松
戸
駅
東
口
第
一
丁

北
松
戸
駅
西
口
・
常
盤
平
駅
南
口
第

丁

常
盤
平
駅
北
口
第
三

自 転車はきちんと整とんさ れ、管理されます

○

申

請

書

（
兼

利

用

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

）
の

配

布

場

所

各

目
転
車
駐

車
場

管
理
棟

○

申

し

込

み

先

指
定
自

転
車

駐
車

場
（
左

表
●
印
）

○

自

転

車

駐

車

場

の

使

用

状

況

空
き

状
況

は
、
各

且

転
車
駐

車
場

の
管

理
棟

に
掲

不
し
て
あ
昨
幸
子

（
ま

た
は
安

全
課

に
お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ

い
）
。
ま
た

、
空

き
が

な

い
場

合
も

使

用
者

の
受

け
付

け
を
し

て

い
ま
す

（
空
き

が
生
じ

次
第
使

用

で
き
ま

す
）
。

※
定
期

使
用

の
開

始
囗

や
、
支

払

い

の
方

法

は
、
申

し
込
ま

れ

た
指

定

自
転

車
駐
車

場

に
お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ

い
。

自転車駐車場一覧

自転車駐車場使用料

(消費税を含む)

●印は指定自転車駐車場

北 松 戸 駅 西 口

北 松 戸 駅 西 口 地下

市
営
住
宅
の
空
家
入
居
者
（
待
機
者
）
募
集

常盤平駅周辺● 常 盤 平 駅 南 口=第 一

常 盤 平 駅 南 口 第 二

し ょ う ぶ 公 園

常 盤 平 駅 北 口 第 一

常 盤 平 駅 北 口 第 二

● 常 盤 平 駅 北 口 第 三

松戸駅周辺●松戸駅東口

松戸駅東口高架下

●松戸駅西口公園下

松戸駅西口高架下

松戸駅西口第一

松戸駅西口第二

北松戸駅周辺北松戸駅東口第一

●北松戸駅東口第二

区　分 屋根あリ 屋根なし

定
期
使
用

心
月
額
丶､ﾉ

自転車

一般 2,000円 巧00 円

高校生

以下
1,600円 1,200円

原動機付

自転車
3,000円 2,500円

－
淙ツ

回

自転車 100 円

原動機付

自転車
箍○円

※生 活保護世帯は､ 使用料が免除 にな ります。

入居資格(①から④のすべてに該当していること)…①平成８年11 月１５

日以前に住民登録をし、現在も市内に居住している、または同日以前から

市内の一定の勤務場所に勤務している②現に同居し、または同居しようと

する親族(事実上婚姻関係と同様の事闘こある人、婚姻の予定者を含む)が

ある③年間総収入が下表1･２の収入基準に該当する( ただし二人以上の収

入がある世帯・寡婦(夫)控除・身障者控除の対象者のいる世帯については、

金額が変わります) ④現に住宅に困窮していることが明らかな人

申込用紙の配布…11 月５日水～14 日廊午前８時３０分～午後５時の間に

(土・日曜日を除く) 住宅課と各支所で

申込受付…11 月１０日㈲～14 日窗午前８時30 分～午後5時の間に住宅

課で

醫住宅課住宅政策係

[固福祉医療センター東松戸

病院保健福祉医療室

登391 -5500 番

福祉医療センター創立記念祭
11  /9(B)

会場案内図
ふ 新松戸

記念公園「おもてなしの心」時 間　午前10 時15 分～11 時３０分

会 場　ニッセイ･エデンの園大ホール(東松戸病院隣り)

講 師　帝国ホテル料理顧問　村上信夫氏

定 員　当日先着２００人

単位 円表1　給 与所 得者1 人 の場 合の 早見 表( 前年1年間の総収入)

種
別

家族数

(本人を含む)

１　人

嘩 身者）
２　人 ３　人 ４　人 ５　人

第
１

種

総収入

金 額

最 低

最 高

2刀32,000

4,083,999

3,232,000

∠1,523,999

3,ワ16,000

4,959,999

4, 152,000

5,395,999

梨香苑・のぞみ学園・ボランティ

表2 事業所 得 者1 人 の場合 の 早見 表（前年1年間の必要経費控除後の所得金額）単位円

種
別

家族数

(本人を含む)

１　人

(単身者)
２　人 ３　人 ４　人 ５　人

第
１

種

所 得

金額

最 低

最 高
／

1,ﾜ30,001

2,ﾜ26,000

2,080,001

3,0ﾜ6,000

2,430,001

3,426,000

2,780,001

3,ﾜﾜ6,000

交　 通

バス　・松戸駅西口 か

ら京 成 バ ス市 立 東松

戸病 院 行 きで 、終点

下車

・北総線東 松戸駅 から

京成 バ ス本 八 幡 駅 行

きで 、「市立 東松戸病

院入口」下車徒歩5 分

鉄道　 武蔵 野 線 市川

大野駅下車徒歩 巧 分

アの作品誼示三白
時 間　午前11 時～午後３時
会 場　東松戸病院

回康相談
時 間　午前11 時～午後３時
会 場　東松戸病院
申し込み　直接会場で

※費用はすべて無料です。

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
四
十
七
　
子
ど
も
の
味
覚

テ
レ
ビ

の
コ

マ
ー
シ

ャ
ル
で

は
、

甘

い
菓

子

や
脂
肪

の
塊

の
よ
う

な

ス
ナ

ッ
ク

が
官
伝

さ
れ
、
街

に

は

フ

ァ
ー
ス
ト

フ

ー
ド
の
レ

ス
ト

ラ

ン

が
至

る
所

に
見

か
け
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
清
涼

飲
料

の
自
動

販
売

機

は
、

い
や
と

い
う

ほ
ど
あ

ふ

れ
て

い
ま

す
。
こ

の
よ
う

に
、

現
在

の

状
況

の
中
で

は
小

さ
な
子

ど
も

で

す
ら

、
高
脂
肪

の
上
に

い
ろ

い
ろ

な
栄

養
素

が
不

足
し

て

い
る
食

べ

物

や
、
砂
糖

い
っ
ぱ

い
の
飲
み

物

に
囲

ま
れ
て

い
ま

す
。

比

較
的

貧
し

か

っ
た
時

代
に

は
、

実

際
に
自
分

が
食

べ
る
物

と
自

分

か
食

べ
た

い
物
と

は
必
ず

し
も

一

致
し

て

い
ま

せ
ん

で
し
た

。
し

か

し
、

豊
か

な
現
在

の
環
境

で

は
、

食

べ
物

は
自
分

の
好

き
嫌

い
に

よ

っ
て
自

由

に
選
択

で
き

る
よ
う

に

な
り

ま
し

た
。
こ
う

し
た

中
で

、

新
鮮

な
果
物

や
野

菜
、
魚

、
穀

物
、

乳
製
品

な

ど
を

バ
ラ
ン

ス
よ
く

摂

取

す

る
習
慣

は
、

ポ
テ
ト
チ

ッ
プ

や
ス

ナ
ッ

ク
菓
子

、
フ

ァ
ー
ス

ト

フ

ー
ド
な

ど
の
塩
分

や
脂
肪

分

の

多

い
も
の
を

多
食

す
る
こ

と
に

比

べ
て
健

康
的

で
あ

る
の

は
言
う

ま

で
も

あ
り
ま
せ

ん

。

年

を
取

っ
て
か
ら

罹
患

す

る
い

ろ

い
ろ
な

病
気
、

た
と
え

ば
、

が

ん
と

か
心
臓

血
管

系
の
貧

気
は
ヽ

子
ど

も
の
こ

ろ
に

確

立
さ
れ
た
食

生
活

の
パ

タ
ー
ン
と

深
ぐ

関
連
し

て

い
る
と
考
え

ら

れ
ま
す

。
従

っ

て
、
正

し

い
食

習

慣
を
子

ど
も

の

と
き

に
壅

立
す
る
こ

と

は
、
そ

の

子

の
将
来

の
健
康

に
も
大

き
な

意

味
を
持

つ

の
で
す

。
子
ど

も

が
正

し

い
食

習
慣

を
身

に
付

け
る
た

め

に
は

、
親

が
言
葉

で
教
え

る
だ

け

で
な

く
て

、
実
際

に
見
本

を
示

す

こ
と

が
大
切

で
す

。
親

が
栄
養

の

豊
富

な
体
に

良

い
も
の

を
食

べ
て

い
れ

ば
、
子

ど
も

も
同

じ
よ
う

に

そ

の
食

習
慣

を
確

立
し

て

い
く

こ

と
に

な
る

わ
け
で

す
。
こ

の
よ

う

な
努
力

は
、

親
自

身
の

生
活
習

慣

病

（
い
わ

ゆ
る
成

人
病

）
を
予
防

す

る
こ

と
に

も
な

り
、
ま

さ
に

一

挙
両

得
と
言
え

る
で
し

ょ
う

。
親

が
子

ど
も

の
健
康

に
と

っ
て
重

要

な
食

べ
物
を

与
え

る
と

き
、
好

き

嫌

い
の
激
し

い
子

ど
も

に
対
し

て

は
、

全
部
食

べ
な

け
れ

ば

い
け

な

い
と

い
う
こ

と
を

強
調

す
る

の
で

は
な

く
、
ま

ず
少
し

ず

つ
食

べ
て

み

る
こ

と

か
ら
始

め
て

、
子
ど

も

が
新
し

い
味

覚
に

な
じ

む
よ
う

に

何
回

も
繰
り

返
す

努
力

が
必
要

で

す
。成

長

期

の
子
ど

も
に
対

し
て

は
、

い
ろ

い
ろ

な
種
類

の
食

べ
物
を

適

度
な

栄
養

の
バ

ラ
ン
ス

を
取

っ
て

摂
取

す
る
こ

と

が
と
て

も
重
要

で

あ
る

と

い
う

こ
と

を
常

に
教
え

て

い
か

な
け

れ
ば
な

り
ま
せ

ん

。
そ

の
た

め
に
も

、
親

の
食
生

活
に

対

す
る
正

し

い
知
識

と
取
り

組
み

が
、

子

ど

も
た
ち

の

明

る
い
健
康

な

未

来

を
築

い
て

ゆ
く

と

い
う

こ

と
を

、
も
う

一

度
見

つ
め
直

し

て

い
た
だ
き

た

い
と
思

い
幸
子

。

（

松

戸

歯

科

医

師

会

）

指定自転車駐車場で随時受け付け

健康塾　呼吸器外科医が語る時 間　 午 後1 時～２時３０分

会 場　 東 松戸 病 院

講 師　 東 松戸 病 院診 療局長　 大岩孝 司 氏

申し込み　電話 で 福祉 医療 セン タ ー東松 戸病

院へ( 先着７０人)



受け付け相談は

公文書公開コーナーで

公文書公開の受け付けや相
談は、市役所別館1階行政資
料センター内｢ 公文書公開コ
ーナー｣で行っています。

また、行政資料センター
には行政に関する刊行物や
資料を取りそろえ、一部に
ついて有償頒布もしていま
す。

平成9年4月１日から9月30日までの開示

請求・申出の文書件数は29件でした。う

ち全部を開示した文書は19ft、一部開示

6件、非開示O件、文書不在3件、取り下

げが1件でした( 下表：実施機関別決定

状況および主な対象文書の内容)。

なお、平成8年度に実施機関の決定に

対し請求者から異議申し立てがなされ、

実施機関より学識経験者5人で構成され

る｢ 松戸市公文書公開審査会｣ へ諮問さ

れていた｢ 松戸市個人情報保護審議会会

議録( 平成６年４月１日から７年３月31

日分)｣ の一部開示決定は、本年６月に審

査会より｢委員名(発言者氏名) について

開示すべき｣ との答申が出され、７月に

開示されました。

[間]総務部総務課

＼

＼
実施機関 計

決定内容

暼渟
主な請求内容

開示
べ 猖

開示
非 開
一不

文書不
存在

開－ji

市長 9ｲ牛 ﾜ件 2ｲ牛 〇件 ○件 〇件
基本構想・基本計画等市の各種

計画策定に関する会議録など

教育委員会 10件 6件 ○件 ○件 3件 1ｲ牛
予算の執行、市内小中学校への

通知文書など

議会 6件 4ｲ牛 2ｲ牛 ○件 〇件 〇件 常任委員会会議録など

合計 25件 1ﾜ件 4件 ○件 3件 1件

開一串

畠

教育委員会 3件 1件 2ｲ牛 ○件 Oｲ牛 ○件
教育委員会会議録、事故報告書

など

議会 1件 1件 Oｲ牛 Oｲ牛 ○件 Oｲ牛 常任委員会会議録

合計 4件 2件 2件 O件 〇件 Oｲ牛

ご存じですか
市民葬儀制度

取扱指定店一覧

業 者 名 所　在 電 話番号

㈲愛蓮社 西馬橋相川町169 3 ∠12－44 ∠1∠1

㈱アーバンライフ 小金原ワー1ワー26 34ワー5000

石井葬儀社 六実5-23-1 386-0856
㈲伊原葬儀社 馬橋1903 3∠13―4310

㈱エスケイ市民共済 ニツ木二葉町198 36∠1―0660

㈲カインド社 古ヶ畸2-3148-6 344-5222

㈲柏葬祭センター松戸支店 上本郷3004-101 365-614 ∠1

㈲広善社 幸谷682 341-3356

揶 夾谷花店 小金きよしケ丘4-15-13 3∠11 ―6644

昭和興業㈱ 松戸新田5ﾜ9-28 シャトー中村 369-4444
㈱杉浦葬儀店 根本5－4 362-2542
㈲セレ モアむつみ 六高台5-36-15 383 一剣44

セントラル総合 ㈱ 河原塚258 391-9118

㈲韲 蓮社 二十世紀が丘戸山町125 391-1611

㈲大典社 高塚新田631 391-5ﾜ26

㈲東葛葬祭 松戸1485 363-2001

㈲ときわ平葬儀社 常盤平2-21-1 385-2622

㈲宝心社 六実1-52-2 389-5555

㈱日本式典 栄町4-205-4 364-0495
㈱松戸葬儀社 松戸1692 364-4444

㈲藪綺葬儀社 小山22ﾜ 362-231ﾜ

優愛セレモニー 古ケ綺3-3419-1 391-3ﾜ63

㈱ライフケア 松戸1112 363-0983

公
文
書
公
開
制
度

平
成
９
年
度
上
半
期
利
用
状
況

市
民
葬
儀
制
度
は
、
市
民
に
ご
不

幸
が
あ
っ
た
と
き
、
経
済
的
で
厳
粛

な
葬
儀
が
行
え

る
よ
う
に
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

祭
壇
や
、
そ
の
飾
り
付
け
の
料
金

は
、
市
と
市
の
指
定
を
受
け
た
葬
祭

業
者
ど
の
間
で
協
議
し
、
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

対
象
施
主
ま
た
は
死
亡
者
が
市
民

で
、
市
内
で
行
う
葬
儀

料
金
下
表

※
料
金
に
は
棺
・
遺
影
Ｖ

具
代

・
礼

状
印
刷
代
・
読
経
料

・
供
花
代
・

市
の
式
場
使
用
料
・
火
葬
料
・
霊

柩
自
動
車
使
用
料
・
納
骨
容
器
代

な
ど
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

祭壇の種類と料金

種　類 料　金 内　容

5段飾り 80,000円 なけ祭
ど･ 墻
言

二

‰

3段飾り 50,000円

3段飾り 38,000円

訪問入浴 サービ スは 、高

層住宅や、ご家庭の入り口

が狭い場合でもご 利用でき

ますので、ご相談く ださい。

怙　　　　　　　　 箘

入浴 の手順

入浴していただく前に 血圧や

体温、脈拍などの測定をし、入

浴の可否の判断をします。

▽

ベッドの近くで浴槽を組み立て

ます。

▽

無理のない楽な姿勢で浴槽に入

っていただき、髪や身体を洗い

ます。

▽

最後にき れいなお湯をかけ、着

替えをします。

▽

もう１度血圧や体温、脈拍など

の測定をします。

生活環境がよく なります

ドブ がなくなり ます。　トイレの汚水

や家庭 からの排水は 、処理場できれい

にし て、川や海に流し ます。

快適な暮らしになります

本格的な水洗ト イレになるの で

いやな臭いがなくなります。く

み取りの必要もなく、また浄

化槽も必要ありません。

川や海がよみがえります

生活排水が処理され

でから流されるため、

川や海の汚れが少

なくなります。

下
水
道
は
快
適
な
生
活
環
境
づ

く
り
と
、
河
川
な
ど
の
水
質
浄
化

に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
都
市
施
設

で
す
。

松
戸
市
の
下
水
道
普
及
率
は
五

九
・
二
六
％
（
平
成
９
年
９
月
3
0

日
現
在
）
で
、
市
で
は
積
極
的
に

下
水
道
の
普
及
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

下
水
道
の
建
設
に
必
要
な
多
額

の
費
用
は
、
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
や
借
入
金
、
市
費
、
受
益
者
負

担
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。

来
年
度
か
ら
新
た
に
受
益
者
負

担
金
を
賦
課
す
る
区
域
を
対
象

に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま

す
。

麺
下
水
道
普
及
課
業
務
係

● 説明会の主な内容

下水道整備計画について

受益者負担金について

家庭排水設備の改造工事( 改造資金の融資あっせんを含む)

について

※対象となる区域内の土地所有者には、説明会までに案内文

と申告書を郵送します。

● 受益者負担金とは

受益者負担金は、下水道が整備されることによって土地の利

用価値が高まるため、直接その利益を受ける土地所有者また

は権利者（借地権などの権利を有している人）にその建設費

の一部を負担していただくものです。

受益者負担金の額は土地の面積1平方メートル当たりワ00円

で、3年間（年4回、計12 回）に分けて納付していただきます。

この受益者負担金は下水道建設の貴重な財源になっていま

すので、市民の皆さんのご哩解とご協力をお願いします。

新対象区域の説明会の日程

新
対
象
区
域
の
説
明
会
を
開
催

※最寄りの会場へおいでください

日　　時 会　　場 対　　　 象　　　区　　　 域

11/25W

午

後６

時

か
ら

ら１

時
間
半

程
度
心

小金市民センター 平賀（大門 通の一部）・東平賀（大門前 、仲通の

吝一部）・殿平賀（大門付 、慶林寺後、慶林寺台 、

『古］山の吝一部）・小金（西の一部）・八ヶ 綺（人 、

新井 、中堀込 、2丁目 、3丁目、4丁目の各一部）・

ハケ崎緑町の一部・ニツ木（房下 、房山 、新屋下 、

宮下 、溜井下の各一部）・栄町西（2 丁目 、3丁目

の吝一部）・中和倉（後谷津 、宮ノ後 、寒風 、一

反割の吝一 部、寒風沖）・新作（二階の一部）・

上本郷（押堀 、下馬木 、七畝割 、4丁目 の各一部 、

下寒風匸 南花島（五反田、前谷、中町の吝一部）･新

松戸2丁目の一部・西馬橋1 丁目 の一部 一馬橋（西

之下 、餅田 、中道北割、中道南割、長津の各一部≫

松戸新田（大作、山中 、庚申前、二本榎 、池尻の吝

一部）・和名ケ谷（花山 、外山、東台、東下 、久保

田 、山宮地の各一部、中台）・五香六実（北丘の一

部）・六実6 丁目の一部

26㈲ 六実市民センター

27㈲ 和名ヶ谷集会所

28銜 馬橋東市民センター

12/ 1(月) 八ヶ綺市民センター

2伏） 稔台 市民セン ター

3團 古ヶ 畸市民センタ ー

市
で
は
家
庭
で
の
入
浴

が
困
難

な
、
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
で

ね
た
き
り
の
人
や
、
重
度
身
体
障

害
の
人
の
ご
自
宅
に
訪
問
し
て
入

浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
、
ご
家

庭
に
移
動
入
浴
車
を
派
遣
す
る
も

の
で
、
身
体
の
清
潔
の
保
持
や
、

血
液
循
環
の
促
進
に
よ
る
床
ず
れ

の
予
防
、
ま
た
介
護
者
の
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

事
業
で
す
。

派
遣
日
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝

日
を
除
ぐ
）

入
浴
回
数
月
三
回
を
限
度

手
続
き
の
方
法
お
せ
わ
課
に
連

絡
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
後
日
職

員
（
看
護

婦

・
保

健
婦

）

が
、
健

康
状

態
把

握
等

の
た

め
お
伺

い
し

ま

す
。

申

請

書
類

巾
申

請
書
②
診
断

書

㈲
生
計
中

心
者

の
前
年

の
所

得
税

額

が
わ

か
る
書

類
（
源
泉

徴
収
票

、

確
定

申
告

の
写
し

等

）
固
印
鑑
（
申

請
書
・
診
断
書
は
、
職
員
が
お
持

ち
し

ま
す

）

派

遣

手

数

料

生
計
中

心
者

の
前

年

の
所

得
税

額
に
よ

り
、

一
回
当

た

り
無
料

～
九
百

二

十
円

の
料
金

が
か
か
り

ま
す

。
な

お
、

生
活

保

謖

世
帯

お
よ

び
生
計

中

心
者

の
前

年

の
所

得
税

が
非
課
税

の
場
合
は
、

入

浴
サ

ー

ビ
ス
診
断

書
料

の
助

成

が
あ
り

ま
す

。

福 祉
ファイル

NO  6

つ訪問入浴のご案内

踐おせわ課

下
水
道
建
設
に
は

受

益

者

負

担

金

が

必

要

で

す

下水道のはたらき



今年も年に一度のおはなしのお祭りが始まります。

当日は、たくさんのグループや個人が集まり、人形劇や紙

芝居、絵本の見せ語りなど楽しいおはなしでいっぱいです。

家族そろって｢ おはなし｣の世界を楽しんでみませんか。

[固おはなしキャラバン0344-3037 番

11/15  (土）牛後1 時30 分～３時30 分

16（日）午前10 時～牛後３時３０分

台場：青少年会館
闘用：無料

青

少

年

会

館

案

内

図

会場は子どもたち の熱気でいっぱい（昨年のおはなしフ ェスティバルから）

交
通
ぶ
常
磐
線
・
武
蔵
野
線
新
松
戸
駅
下

車
徒
歩
巧
分

※
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

。

11 月16 日(日)

＼ 会 場

時 間~ ヽ

1 F　体育室 1 F　会議室 ２Ｆ　音楽室 ２Ｆ　集会室 ２Ｆ　美術室 ２Ｆ　クラブ室

く ま 劇 場 ぶ た 劇 場 う さ ぎ 劇 場 あ ひ る 劇 場 き り ん 劇 場 ぞ う 劇 場

10:00

10:30

11 : 10

11 二50

12:30

13:20

14 : 00

14:40

14 : 45

15:20
15:30

開会式

演奏: 馬橋北小ブ
ラスバンド部

(人)ブレーメンの

音楽隊

佐倉
市立図書館お

はなし きやらばん
(佐倉市)

(絵泊 いぼうし、

カエルのかけつこ

田邉と＜子

(松戸市)

(人)かに子ち ゃん

とさるどん

大きな かぶの会

(松戸市)

(人)三枚のお札

トイボックス

(柏市)

(ハンドミュージ
カル)(人) 三つの
ねがい

ポニールームサーク
ル( 松戸市)

(ペープ サート)(手
話) 星の金貨
松戸西子ども劇場
サークルそらまめ
(松戸市)

(人)あかずきんち

ゃん

にじのくに

(松戸市)

(素話)国産み伝説

筧福美

(東京都)

(人)ヘンゼルとグ

レ ーテル

七色のリボン

(松戸市)

(人)おだんごこ

ろり ん

人形 劇団ふう せ

ん( 流山市)

(人)だんごどつこ

いし よ

いつちゃんズ

(松戸市)

(紙)ぼんたの自動
販売機(パ)イグア
ナレストラン

新松戸幼稚園絵本
の会( 松戸市)

(人)アナンシと五

みさとんぼ
(埼玉県)

(絵)おんぶおばけ

ほか

五島弓水

(松戸市)

(パ)やさいのおな
か(影絵)すてきな
三人ぐみほか

むぎ つこおはなし
会( 茨城県)

(腹話術)

稲葉晃

(埼玉県)

(絵)なぞなぞなあ

に( 紙)さるかに
おはなしクレヨン
(松戸市)

らくらく人形づ

くり ①

(こども対象)

※整理券が必要

お昼休み

(手話コーラス)蒼い

うさぎ(手話おはな
し)星の金貨ほか

相模台学童保育所
(松戸市)

(紙)かにむかし

渡辺美代子

(松戸市)

(紙)泣いた赤鬼

高柳好一

(松戸市)

(素話)あずきまん

まの歌

斉 藤陽子

(松戸市)

(パ)あいうえ王

淑徳大学パネ
ルシ

アター研究会でん
でん虫

(千葉市)

(人)しらゆきひめ

いずみキャラバン

(松戸市)

(人)なかよしほか

聖徳大学児童文化

研究部

(松戸市)

らくらく人形づ

くり ②

(こども対象)
※整理券が必要

一一　　　　　　-一一よ い こ の た め の

音 楽 会

お に い さ ん と い つ

し よ （ 神 奈 川 県 ）

(人)三枚のお札

柴又おはなしころ

りん

(東京都)

(音楽芝居)ゴリラ

はゴリラほか

キャベツおばさ ん

‘(市川市)

(人)かく れんぼほ

か

･七福神

(松戸市)

らくらく人形づ

くり ③

(こども対象)
※整理券が必要

一 一 　 一 ‥ 一 一 ‥ - 　 　 － ‥ 一 一

キャラ バン公演

(人)シンデレラ

(松戸市)

☆ロ ビー：人形 展示コーナ ー・電話おは なし キ ャラ バンコーナ ー（期間中）

☆先 着1,000 人に 記念バッチをプレ ゼント

★ 市の図書 館利 用カードをお 持ちにな れば、本が借りら れま す

※「らく らく人 形づく り」の整 理券は会場本 部で配り ます（①午前11 時～②正午～

③午 後1 時30 分 ～）閉会式

＝人形劇

＝紙芝居

＝絵本

＝パネルシアター

表 中( 人)

(紙)

(絵)

(パ)11 月15 日汢）

＼
＼
会場

气＼x

時間 ＼
、

1 F　体育室 1 F　会議室 ２Ｆ　音楽室

く ま 劇 場 ぶ た 劇 場 う さ ぎ 劇 場

13 : 30

13 : 45

14 : 15

14 : 40

15 : 05

15:30

オープ ニング － －

(人)まっくろネリ
ノ

新松戸ベビーホー
ム
(松戸市)

(パ)ふしぎなポケ
ット

新松戸むかしむか
しの会
(松戸市)

(影絵)花咲き山

(人)てぶくろ

新松戸南中学校パ
ンプ キンキッス
(松戸市)

(人)アナンシと五

ウィ ルチェ ア ー

(松戸市)

(紙)じごくけんぶ

つほか

おはなしおてだま

(松戸市)

(人)おおきなかぶ

(人)あかずきんち

やん

(人)ばけくらべ

第六中学校演劇部

(松戸市)

(絵)(日本舞踊)子

供の四季

倭 わざ お ぎ研 究

所( 松戸市)

( お は な し)

小朱美津代

(茨城県)

(人)(音楽)おはな
がわら つた･こ ぶ

たぬき
つねこほか

ミニシアターかざ
くるま(松戸市)

(おはなし)
新松戸む力ヽしむか
しの会

(松戸市)

(影絵)さるじぞう
こくぶんざ

(市川市)

３　Ｆ　　　学　習　室

13:30

S

15 : 30

講座（キャラバン主催）

「 現代の家族のあり方」～親子の触れ合いを求 めて～

千葉大学教授・佐藤和夫氏

※申し 込み制（詳細は本 号ワページ参照）

１２

月
定

例

市

議

会

開
催

予

定

平
成
９
年
松
戸
市
議
会
1
2月
定
例

会
は
、
1
2月
２
日
㈹
か
ら
1
6日
天
ま

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

請
願
・
陳
情
は
Ｈ
月
2
1日
金
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
傍
聴
さ
れ
る
際
は
、
日
程
を
あ
ら

か
じ
め
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

12 月定例市議会開催日程(予定)

期 日 会議予定 主な内容

2㈲ 招集日･本会議 議案説明

3團

本会議 一般質問
４休）

5銜

8 ㈲）

9(火)
常任委員会 議案等の審査

10 團

16(火) 本会議 議案等の議決

亘
市
議
会
事
務
局
議
事
課

市

立

東

松

戸

病

院

看

護

婦

・

薬

剤

師

・

視

能

訓

練

士

を

募

集

対
象

①
石

護
婦

＝
三
十

五
歳

ま
で

音

楽
剤

師
（
パ

ー
ト

）
＝
四
士

五
歳
ま

で
③

視
能
訓

練
士
（
パ

ー
ト
）
の
各

資

格
を

有
す

る
人
　

募

集
人
員
各

若
干

名

勤

務
条
件

応
相
談

圃
1
1
月
1
5
日

曲
〔
必
着
〕
ま

で
に
、
履

歴
書
（
写

具
付

き
）
・
資

格
免
許

の
写

し

を
郵

送

で

〒
2
7
0
－
2
2松

戸

市

高
塚

新
田

匸

一
三

の

二

一
車

立
東
松

戸

病

院
総

務
課

総
務
係

（
登
3
9
1・
5
5
0

0
番
）
へ
」

車
を

減

ら

し

て

、

き

れ

い

な
空

に

Ｈ

月
か

ら
１
月

は
、

空
気

が
特
に

汚

れ
や
す

い
時
期

で
、
匕

都
県

市

で

は
久
期

自
動
小

父
通
量

対
策

「
ぐ

る

っ
と

青
空

キ
ャ

ン

ペ
ー
ン
」

を
実
施

し

て

い
ま

す
。

た

っ
た

一
目

一
台

の
車
を

減
ら

す

だ

け
で
、

ず

い
ぶ
ん
空

気

訃
き
れ

い

に

な
り
ま

す

。
不

要
不

急

の
自

動
車

の
使

用
を

控
え
ま

し

ょ
う

。

ま
た
、
地
球

温
暖
化

防
止

の
た

め
、

暖
機

運
転

や
賍

停
車
時

の

ア
イ
ド

リ

ン

グ
を
止

め

る
「
ア
イ

ド
リ

ン

グ

ー

ス

ト

ッ
プ
運
動
」

に
も

、

ご
協
力

を

お
願

い
し

ま
す

。

圓

環

境
保
全

課
大
気

騒
音

係

地

番

が

変

わ
り

ま
し

た

1
0月
1
7日
金
か
ら
、
古
ヶ
崎
土
地

区
画
整
理
事
業

地
区

（
古
ヶ
崎
堤
添

お
よ
び
曽
根
裏
の
一
部
）
の
地
番

が

変
わ
り
ま
し
た
。

※
同
時
に
区
画
整
理
地
区
内
の
登
記

簿
が
閉
鎖
さ
れ
、
一
般
登
記
は
換

地
処
分
の
登
記
が
完
了

ず
る
ま
で

停
止
さ
れ
ま
し
た
。

亘

都
市
整
備
課
管
理
係

新

年

の

あ

い

さ

つ

は

年

賀

名

刺

交

換

で

年

賀

名

刺

は

、

名

簿

式

の
小

冊

子

に

申

込

者

の
職

業
（
ま

た

は

職

名

）
氏

名

・
住

所

・

電

話

番

号

を

印

刷

し

、

年

初
め

に

賍
込

者

に

送

る

も

の

で

す

。

対

乖

市

内

在

任

・
在

勤

者

曹
用

七

百

円

圃

１１
‥１
月
1
7
囗

非

ま

で

に

、

申

込

書

に

費

用

を

添

え

て

、

直

接

秘

書

課

ま

た

は

各

支

所

へ

疑

秘

書

課

一

九

九

八

年

版

「

県

民

手

帳

」

の

予

約

を

受

け

付

け

ま

す

価
格

ポ
ケ

ッ
ト

版

見

二
百
五

十
円
、

中
型

版

＝
五
百

五

十
円

圃

い
1
1
月
1
2
日

水
ま
で

に
、
電

話
で

総

務
部

総
務
課

統
計

係
へ

教

育

委

員

会

会

議

1
1
1
1

月
1
3
日

米
午

後
３
時
3
0
分

か
ら

会
場
京

葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸

ビ
ル
五

階
会

議
室

議
案

お
問

い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

亘

教
育

委
具
会
企

画

調
整
室

昔
3
6
6
・

7
4
5
5

番

年
末
調
整
等
説
明
会

日　時 会　場

11/21 窗

午

時

30
ヤ

時

鎌ヶ谷市総合福祉保

健センター

26團 流山市文化会館

27㈲ 松戸市民会館

※車での来場はご遠慮＜ださい。

齟
松
戸
税
務
署
法
人
課
税
第
二
部
門

昔
沺
・
1
1
7
1

番

おはなし
フェスティバル97

プログ

ラム



11 月9 日(日)～15 日(土)

秋の火災予防運動
正しく使おう命のホットライン(11 月９日は119 番の日)

災

害
弱

者

を

火

災

か

ら

守

り

ま
し

ょ
う

今
年

は
火

災
に

よ
り

、
昨
年

の
六

人

を
上

回

る
七
人
（
1
0月
１

囗
現
在

）

の
尊

い
命

が
失

わ

れ
て

い
ま
す

。
そ

の
う
ち
二

人

は
、
ひ

と
り

暮
ら

し

の

身

体

障
害
高

齢
者
と

寝

た
き
与

咼
齢

者

で

、

い
ず

れ
も
身

体

の
自
由

が

き

か
ず
逃

げ
遅

れ
て
し

ま

っ
た
も

の
で

す

。

※災害通報は、できるだけ近くの公衆電話や一般加入電話で119番へ(携

帯電話では松戸市消防局Q047-363-1111 番へ通報してください)

防火キャンペーン日程表表1

日　時 場　所 内　　 容

11/9(1日)

午前9時30 分

～午後IE持

二十世紀が

丘消防署

模擬店コーナー･ 消防音楽隊演奏 一

日用品バザー・防火ポスター展・

各種体験・防火パレード(※)など

11/9 ⑧

午前10 時

～午後1時

八ヶ綺消防

署

模擬店コーナー･消防音楽隊演奏･

子ども和太鼓･ 南京玉簾(すだれ)

・各種展示・各種体験など

11/9C日)

午前10 時～

午後○時30分

六実消防署

模擬店コーナー・応急手当・各種

展示・防火防災相談・防火ひよう

たんの贈呈

11/15 圉

午前10 時

～正午

馬橋駅西口

広場

消防音楽隊演奏・応急手当・防火

ポスター展・ポケット灰皿配布・

各種体験など

11/16(日)

午前10 時

～午後1時

常盤平中央

商店街広場

模擬店コーナー・消防音楽隊演奏

・応急手当・防火防災相談・各種

体験など

こ
う
し

た
惨

事

が
な
く

な

る
よ
う

秋

の
火
災

予
防

運
動

で
は

、
災
害

弱

者

等

の
死

者

を
大
幅

に
減
少

さ
せ

る

こ

と
を
目

指
し

ま
す

。

み
な

さ
ん

の
周
り

に
も

、

い
ざ
と

い
う

と

き
に
助

け
を

必
要

と
す

る
ひ

と

り
暮

ら
し

の
高
齢

者

や
、
自
力

で

避

難
す

る
こ
と

が
困

難
な

人

が
い
る

は

ず
で
す

。

隣
近
所

の
人

た
ち

が

い

ざ

と

い
う

と

き
、
助

け
合

う
よ
う

日

ご
ろ
か
ら

具
体

的
な

支
援

体
制

を
話

し

合

っ
て
お
く

こ
と

が
必
要

で

す
。

放

火

さ

れ

な

い

・
放

火

さ

せ

な

い

環
境
つ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う

（
ポ
イ
ン

ト
）

・
家

の
周

り
を

明

る
く
す

る

。

夜
間
、
建
物
の
周
辺
に
紙
製
品
（
雑

誌
・
新
聞

紙
等
）
や
ご
み
類
な

ど
の

燃

え

や
す

い
物
を
置

か

な

い
。

・
ご
み

は
指

定
さ

れ
た
日

の
朝

に
出

す

。

防

火

キ

ャ

ン

ペ

ー
ン

を

実

施

防
火

キ
ャ

ン

ペ
ー
ン
を

表
Ｉ

の
日

程

で
行

い
ま
す

。
お
誘

い
合

わ
せ

の

う
え
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
だ
さ
い
。

※
な
お

、
秋

の
火
災

予
防

運
動
期

間

中
、
消

防
訓

練
セ

ン

タ
ー
で

消
防

団

員
に

よ

る
夜
間

の
消

防
演
習

を

行

い
ま

す

。

崑

消

防
局
救

急
防
災

課

容

沺
・
1
1

1
1

内
線
2
1
6番

※防火パレードは、午前9 時30 分に三矢小台 バス折り 返し場

を出発し 、二十世紀が丘消防署に向かい ます。

おはなしキャラハン（囗目の公演日程）

期　日 会　場 時　間 プログラム

11/6W 馬橋市民センター

午後3時～4時
アニメーション

・人形劇
7銜 五香市民センター

12團 図書館本館 午後3時30 分～4時 絵本ほか

15(土)青少年会館

※おはなしフェス

ティバル匚参加

午 後IE 持30 分

～3 時30 分

- 一一一一一 一一一　 －　　 －　一一
午 前10 時

～ 午 後3 時30 分

人 形 劇 ・ 講 座 ほ

か

人 形 劇 ・ 紙 芝 居

ほ か16(日)

19休）小金分館 午後3時～3時40 分

絵本ほか

26團 図書館本館 午後3時30 分～4時

まし ょ う動物は愛情と責任を 持って飼い

Ｈ
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止

対
策
強
化
月
間
」
で
す
。
動
物
に
よ

る
危
害
や
迷
惑
を
防
止
す
る
た
め
、

飼
い
主
は
次
の
事
項
を
再
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

出
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
最
近
、
公
園
で
犬
を

放
す
人
が
増
え
、
公
園
の
ほ
か
の
利

用
者
が
迷
惑
し
て

い
ま
す
。
公
園
で

犬
を
放
す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
飼
い
犬
に
は
狂
犬
病
予
防
法
に
よ

る
登
録
と
毎
年
一
回
の
予
防
注
射
が

義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
予
防
注

射
が
済
ん
で

い
な
い
場
合
は
早
急
に

実
施
し
て
、
注
射
済
票
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

㈲
公
園
や
道
路
に
ふ
ん
を
放
置
す
る

飼
い
主

が
ま
だ
多
く
見
か
け
ら
れ
ま

す
。
散
歩
の
と
き
は
シ
ャ
ベ
ル
と
袋

を
必
ず
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

困
一
度
飼
っ
た
動
物
は
、
最
後
ま
で

飼
う
の
が
飼

い
主
の
責
任
で
す
。
も

し
、
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
飼
っ

て
く
れ
る
人
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
子

ど
も
を
殖
や
す
っ
も
り
が
な
い
場
合

は
、
不
妊
手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

㈱
千
葉
県
条
例
で

「
危
険
な
動
物
」

に
指
定
さ
れ
て
い
る
サ
ル
や
ヘ
ビ
な

ど
を
飼
弓
場
合
は
、
知
事
の
許
可
が

必
要
で
す
。

犬

を

譲
り

た

い
人

、
育

て

て

み

た

い
人

へ

①

譲
渡
会

県

が
引
き
取
っ
た
子
犬
を
譲
り
ま

す
。

②
里
親
探
し
の
会

育
て
て
み
た
い
人
と
譲
り
た
い
人

の
出
会

い
の
場
を
つ
く
り
ま
す
。

夏

松
戸
保
健
所
食
品
衛
生
班

昔
朏
・

2
1
2
1
番

対象3～9 歳　費用無料

※図書館利用カードをお持ちにな れば 、本が借りられます。

※電話でおはなし が聞ける「でんわおはなしキャラバン」昔3ﾜﾜ

ｰ0000 番もご利用くださ い。

膸市立図書館S365 ―引 巧 番

話
相
談
に
応
じ
ま
す

平

成

９

年

全

国

物

価

統

計

調

査

に

ご

協

力

を

‥
1
1
1
1
1
1

月

Ｊ

日

米

、

全

国

物

価

統

計

調

査

が

実

施

さ

れ

ま

す

。

こ

の
調

査

は

、

消

費

者

が

購
入

す

る

主

な

商

品

の
販

売

価

格

や

サ

ー

ビ

ス

の

料

金

な

ど

を
調

査

す

る

も

の

で

、

物

価

政

策

を

は

じ

め

各

種

の

行

政

施

策
立

案

の
重

要

な

資

料

ど

な

匯
ふ
冫
す

。

全

国

で

約

十

四

万

の

小

売

店

舗

に

お

願

い
し

て

、

主

な

商

品

の
販

売

価

格

な

ど

を

調

査

票

に

記

入

し

て

い

た

だ

き

ま

す

。

調

査

員

が
伺

い
ま

し

た

ら

、

ご

協

力

を

お

願

い
し

ま

す

。

亘

総

務

部

総

務

課

統

計

係

再

生

自

転

車

を

即

売

Ｈ

月
1
6
日

㈲
工

杤
日

火

、

午

前

８

時
3
0
分

～

午

後

３

時
　

会

場

生

き

が

い
福

祉

セ

ン

タ

ー
　

販

売

台

数

四

十

台

（
売

り

切

れ

次

第

終

了

）
　

価

格

七

千

円

～

一
万

一

千

円
　

交

通

五

香

駅

東

口

か

ら

新

京

成

バ

ス
「
小

新

山

」

行

き

ま

た

は
「
柏

陵

高

校

」
行

き

で

、

新

栄

町

入

口

１

車

崑

茆

松

戸

市

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

昔
3
8
4・
３

１
（
ｊ
１

番

賺
千
葉

県
動

物
保

護
管

理
協

会
で

は

、
犬

猫
な

ど
の
飼

育
動

物
に

つ

い

て

、
専

門
の
知

識
を

持

っ
た
相

談
員

が
健
康
管

理

や
し

つ
け
方

な
ど

の
相

談

に
応

じ
ま
す

。

相
談
日

毎
週
月

・
木

曜
日

、
午

前

1
0時
～
午

後
３

時

亘

剛

千

葉

県

動

物

保

護
管

理

協

会

（
千

葉
市

中

央
区

亥

鼻

二

の
五

の
三

）

登
圈

・

恋
・
2
3
6
4

番

「

犬

の

飼

い

方

教

室

」
を

開

催

1
1月
2
6
日
水

午

後
１

時

か
ら

会

場
東

葛
飾
合

同
庁

莖
（

階

第
二

会

議
室
　

内
容

家
庭

犬
と
し

て
の

し

つ
け

な
ど
の

講
話

と
質
疑

応

答

形

式
に
よ

る
相

談
　

対
象
犬

を
飼

っ
て
い

る
人

、
こ

れ

か

にっ
銷

っ
て

み

た
い

こ
考
え

て
い

る
人

定
員

吉

看
二
十

人
　

費
用

無
料

圃

電
話
で

松

戸
保

健
所

食
品
衛

生

班

登
3
6
1・
2
1
2
1

番
へ

一
市

立

東

松

戸

病

院

整
形

外

科

外

一
来
休

診

の

お

知

ら

せ

｛
　

休
診
日
1
1月
1
2日
水

一
崑
重

孔
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

一

登
別
・
5
5
0
0

番

税

を
知

る

週

間

言
‥
ご

凵
～
1
7）

行

事

「
く

ら

し

と
税

金

展

」

期　日 催　し　物

!1/1孰
･1頓

税理士による税の無料相談

・税金クイズ・酒類の展示

11/13床

～17(月)

税の書道展(聖徳小･ 中･ 高)

・中学生の税の作文展・マ

ルサコーナー・たばこ展・

税のパネル展

会
場
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
松
戸
店
六

階
　
杤
用

無
料

鉗
松
戸
税
務
署

登
鰯
・
1
1
7
1

番

乳

幼

児

医

療

費

を

助

成

対
象
Ｏ

歳
児

で
保
険

診
療

を
受

け

た
人
と

一
歳
児

～
就

学
前
児

で

七
日

以
上

継
続

し
て
入
院
し

た
人
（
Ｏ
歳
児

の
通
院

費
に

つ

い
て
は

、
平
成

８
年

1
0月
診

療
分
以

降

が
対
象

）
　

助
成

対
象

医

療
費
健

康
保
険

適

用

の
医

療

費
（
乳

児
検

診

の

費
用

・
薬

剤

の
容

器

代
等

の
健

康
保
険

適
用

外

の
医

療

費
は
対

象
外

）
　

助
成

対
象
医

療
費

の

限
度

額

士

咼
額
療

養
費

の
対

象
と

な

る
場

合

は
六
万
三

千
六

万囗
円

十
標

準

負
担

額

⑦
保

険

者
か
ら

医
療

費

の

一
部

が
給
付

さ
れ

る

（
家

族
療

養
費

付

加
給

付
金

）
と

き
は

、
保
険

者
か

ら
給
付

さ

れ
な

い
額
の
み

が
助

成
対

象

支

給
額
助

成
対

象
医

療
費

か
ら

保
護
者

の
所

得
税

額
に
応

じ

た
自
己

負

担
金

を
控

除
し

た
額

申

請
に
必

要

な
書

類

①
直
立
胴
圭
‥
（
申

請
時

に
窓

口
で
配

布
二

子
医

療
費

の
領
収

書

⑤

認
め
印

害
健
康
保

険
証

の
写
し

⑤
両

親
の
源

泉
徴

収
票

ま
た

は
確
定

申
告

書
（
非

課

税
世

帯

は
市

民
税

非

課
税

証
明

書

）
の
写

し

⑥

銀
行

の
預
金

通

帳
の
写

し

⑦
市

が
発
行
し

た

決
定
通

知
書
（
二

回
目

以
降

の
申
請

時

に
必

要

。
二

回
目
以

降

は
、

①

㈹
⑥

は
保

険
証

等

の
変
更

が
あ

る
と
き

の
み
提

出
を
）
　
申

請
の

単
位

診
療

を
受

け

た
翌
月

以
降

に
、

最
低

一
ヵ
月

分
以

上
を

ま
と

め

て
申

請
（
一

歳

の
誕
生

月

を
経

過
し

た
時

点
で

、
一
年

分

の

一
括

申
請

も

可

）
　
申

請

の
有
効

期

間
医
療

費

の
請

求
日

か
ら

二
年
以

内

圃

中

天
保
健

セ
ン

タ
ー

レ
小
金
保
健

セ

ン
タ

ー
・
常
盤
平

方
面

保

健
室

・

各
支
所

へ

圓

健

康

課
庶

務

懾
昔
鰯
・
7
4
8
5

番

国
の

教

育

ロ

ー
ン

（
国

民

金

融

公
庫

）

の

ご
利

用

を

対
象
高
校
・
短
大
・
大
学

こ
専
修

学
校
・
各
種
学
校
な
ど
へ
入
学
・
在

学
さ
れ
る
人
の
保
護
者
　
融
資
額
学

生
・
生
徒
一
人
当
た
り
百
五
十
万
円

以
内
　
返
済
期
間
八
年
以
内
　
利
率

年
一
丁

五
％

五

月
1
0日
丱
か
ら
）

圓
国
民
金
融
公
庫
松
戸
支
店

容
翦
・

1
1
9
1
番

ふれあいの　なかに生まれる　地域の防火

動
物
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

携帯電話の119番は、通報が遅れます！



情報

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は……366-1111 番

代表ＦＡＸは……363-3200 番

(松戸市の市外局番は047 番です)

催

し

物

外

国

人

の

た

め

の

市

内

見

学

バ

ス

ツ

ア

ー

1
1
1
1

月
2
0
日
印

午
前
９

時
～

午
後
５

時

対
象
松

戸
市

に
在

任
・
在

勤

・

在
学
の
外
国
人

見
学
コ
ー
ス
戸
定

か
丘
歴
史
公
園
～

和
名
ケ
谷
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
～
消

防

局
～
2
1
世

紀

の
森
と

広
場

窖

貝
先
着

二
十

五

人
　

杤
乕

無

料
（
昼
食

持
参
）

※
知
昨
人
口
い
の

外
国

の
人

に

お
知

ら
せ
く

だ

さ

い
。

軍
電

話

ま
た

は

直
接
剛
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
（
市

役
所
新
館
五
階
）へ

自
宅
の
健
康
診
断
を
し
て
み
ま

せ
ん
か

Ｈ一
月
2
6
日

水
午
前
1
0
時
～
午

後
４

時

会
場

二
十

世

紀
が
丘
市

民

セ
ン

タ

ー
　
内

容

木
造
住

宅

の
耐

震
診

断

・
補

強
方
法

の
相

談
　

持

ち
物
自

宅

の
平
面

図

（
間
取
り

図

）
等

曹
用

無

料
※
次

回
は
常

盤
平

に
少
金
原

・
六
実

地
区

を
予

定
し

て

い
ま
す

。

圉

電
話

で
建

築
指
導

課
構

造
設

備
係

へわ

か

ば

祭

1
1
1
1

一
月

９
囗

㈲
午
前
1
0
時
～
午

後
３

時

龠
璢

わ

か

ば
園

（
金

ケ
作

二
七

六
の
二

五
）
　
　
　内

容
も
ち

つ
戈
ご

ミ

ニ

バ
ザ

ー
・
手

作

り
品

展
示
販

売

・

柏
南

部
中
吹

奏
楽

部
演
奏

・
舞

台
発

表

・
バ
ン

ド
演
奏

ほ
か

羆

わ

か
ば
園

公
3
8
4・
0
1
6
5

番

常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

文

化

サ

ー

ク

ル

作

品

展

示

会

1
1
1
1

一
月

９
日

㈲
午

前
９

時
～

午
後
４

時

龠
場

常

盤
平
老

人
福

祉

セ
ン

タ

ー

内

容
華

道

・
書
道

ほ
か

杤
乕

入
場

無
料

膂
常

盤
平
老

人
福

祉

セ
ン

タ
ー

昔
3
8
6

・
0
2
0
1

番

ち

ば

文

化

祭

’
9
7「

東

葛

飾

地

域

文

化

凛

汪

麕

動

と

出

会

い

、

そ

し

て

飛

翔

」

Ｈ一
月
1
6
日

㈲
午

前
1
0
時
～

午
後

４

時
3
0
分

会

場
さ
わ

や
か
ち

ば
県
民

プ
ラ

ザ
（
柏

匝
　

内

容
匠

の
顔

・

発
展

の
顔

・
郷

土
の
顔

・
創
造

の
顔

・
交

流

の
顔

の
五

つ
の

「
顔

」

で
文

化

を
紹
介

、
サ

ー

ク
ル
や
県

内
伝

統

芸
能

な
ど

の
発

表
、
忍

た

ま
乱
太

郎

シ

ョ

ーー
　
春
乕

無

料

問
千

葉
県

文
化
国

際
課

登
0
4
3・
2
2
3
・

2
4
0
8

番

こ

ひ

つ

じ

お

は

な

し

会

ｎ
一
月
1
9
日

水

・
1
2月
1
0
日

水
各

午

後
２

時
3
0
分
～

３
時
3
0
分

侖
璢

市

川

こ
ど
も

ク
リ

ニ

ッ
ク

（
イ
ト

ー
ヨ

ー
カ
ド

ー
ハ

怯

唇

削
）
　

窖

貝
当
日

先

着
三
十

人
　

対

象
三

歳
以

上

の
幼

児

と
そ

の
保
護

者
　

内

容

グ
リ

ム
童

話

な
ど

の
読
み

聞
か

せ
　

謹
師

浜

島

代

志
子
氏
　

春
甬

無
料

羆
こ

ひ

つ
じ
お

は
な
し

会

・
市
川

昔

3
8
3
・
ｎ
乙
９
Ｘ
Ｉ

り乙
番

人
形
劇
公
演
「
パ
ペ
ッ
ト
ー
シ

ア

タ

ー

」

1
2月
７

日

㈲
午
後

３
時
～

４
時

会

場
さ

わ
や
か
ち

ば
県

民

プ
ラ

ザ

定

員
四
百

七
十
五

人
（
抽

選
）
　
費
用

無

料

巫

Ｈ一
月
2
1
日

次

〔
必
着

〕
ま

で
に
、

往

狠
（

ガ
キ

に
住
所

・
氏
名

・
電
話

番

号

・
参

加
希
望
人
数

を
記
入
し

て
、

〒
2
7
7柏
市
柏

の
葉
四

の
三

の

Ｉ
さ
わ

や
か
ち

ば
県

民

プ
ラ
ザ
事
業

課

（

登

０

４
７

１

・
4
0
・
８

″ｂ
ｏ

ｏ

番
）
　へ

国

際
交

流

事

業

「

ビ

バ

・
手

賀

ワ

ー
ル

ド

」

1
2月
1
3日
出
～
1
4日
㈲

匸

泊
二

日
〕
　
会
場
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
　
内
容
外
国
の
人
と
生
活
を
共
に

し
て
の
楽
し
い
触
れ
合
い
　
定
員
先

着
五
十
人
（
小
学
生
の
親
子
・
中
学

生
・
外
国
の
人
）
　
費

塵
二
千
五
百

円惠
電
話
で
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

ａ

０
４
７
１
・
9
1・
1
9
2
3

番
へ

松

戸

ギ

タ

ー

ク

ラ

ブ

定

期

演

奏

会

1
1
1
1

一
月

９
日

㈲
午

後
６

時
3
0分

～
８

時
3
0
分

会

場
市
民

劇
場

内

容
ギ

タ

ー
合
奏

曲
「
黒

い
オ

ル
フ

ェ
≒

キ

サ

ス
キ
サ

ス
キ
サ

ス
」
「
唄

と
舞

曲
」

ほ
か
　

曹
用

無
料

鶩
松

戸

ギ
タ
ー

ク
ラ
ブ

・
平

井

登
3
8
8

・
5
3
2
8

番

21世紀の犇と広場パークセンター催し物

行事名 日　時 講　師 定員/対象

園芸教室「ハボタン

のいろいろ」

11/2300

午後1B#30 分

～3 時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
25人

みどりの講習会「イ

ングリッシュガーデ

ンの楽しみ方」

11/29仕）

午後1時30 分

～3時30分

造園家

薗田穣氏
45人

こども自然体験

11/30(1日)

午後1時30 分

～3時30分

自然解説員

川端祥子氏・佐

藤隆士氏

ﾉ川 ～小6

20 人

園芸教室「樹木のた

ねの知識」

12/ 3㈲

午後1時30 分

～3時

みどりの相談員

田口峯男氏 、
40人

森のクラフト教室

「からで作るクリス

マスリース」※1

12/ 7(日)

午後1時30 分

～3 時30分

フラワ ーインス

トラクター

常光賀世子氏

28人

園芸教室「1 ・2月の

園芸作業」

12/14(日)

午後1時30 分

～3時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
40人

会場パークセンター　費用無料（※1のみ材料費500 円）

匣電 話でパークセンターQ345-8900 番へ（吝先着順）

紅

葉

の

袋

田

の

滝

バ

ス

ハ

イ

ク

と

り

ん

ご

狩

り

1
1月
1
5
日

出
壬

圜
７
時
松

戸

駅
西

ロ

デ
ッ
キ
か
ら
く
り
時
計
前

集
合
（
雨

天

決
行

）
　

費
用

九
千

五
百
円

（
バ

ス
代

・
昼
食
代

・
り

ん

ご
狩
り
代

・

保
険
料

を
含
む

）
霍

貝
先

着
三
十

人

同
松

戸
工

業
連

合
会

文
化
活

動
協

力

会

・
上

野

登
3
6
3・
4
3
7
4

番

子

曜

・
日

曜
日

を
除
ぐ

午

後
１
時

～
５

時
）

矢

切

オ

リ

エ

ン

テ

ー

リ

ン

グ

大

会

1
1
1
1

一
月
2
3
囗

㈲
午
前

８
時

矢
切
小

学

校
校
庭

集
合

（
雨
天

の
場

合

は
9
4一日

附
に
順

延
）
　

種
ｇ

親
子

（
小
学
三

年

生
以
下

の
子
と

親
）
・
低
学

年
（
小

学
三
年

生
以
下

の

グ
ル

ー

プ
）
　
こ
咼

学
年

（
小
学
四

・
五

・
六
年
生

の

グ

ル

ー
プ
）
　・
シ

ニ
ア

（
六
十
歳

以
上

の

グ
ル
ー

プ
）
　・
オ

ー
プ
ン

（
そ

れ

以
外
）
　

窖

貝
当

日
先
着

七
百

人
　
　
　
　
　

一
‘ ．

呰
乕

一
人

三
百

円

（
軽

食
・
保

険
料
を
　
　

総

含
む
）

懸

青
少

年
相

談
員

・
渋
谷

容
涙

・
0

8
3
1

番

松

戸

東

・

西

・

北

・

中

央

子

ど

も

劇

場

合

同

例

会

「
で

こ

ぼ

こ

ひ

ょ

ろ

り

ん

」

‥Ｈ
月
2
7
日

附
午

後
６

時
～
７

時
2
0

分

・
2
8日

金
午
後

５
時

～
６
時
2
0
分

と
午

後
７
時
1
5
分

～
８

時
3
5分

会

場
森

の
ホ

ー
ル
2
1
　
内

容
劇
団
青

芸

に
よ

る
小
学

生
向

け

エ
ネ
ル

ギ
ッ

シ

ュ
な

演
劇
　

定
員

各
先
着

四
百

六
十

人
　

眥

用

二
千

三
百

円

羆
松

戸

東
子

ど
も
劇

場

・
荒
井

昔
捌

・
0
5
0
4

番

エ

ル

マ

ー

と
1
6
ぴ

き

の

り

ゅ

う

（
人

形

劇

）

1
2月
1
8
日

米
午

後
５

時
～
６

時
3
0

分

会

場
市
民

会
館

霍

貝
先
着
千

二
百

人
　

曹
用

三
千

円
（
三

歳
以

上
）

羆
松

戸

北
子

ど
も
劇

場

・
松
村

公

匐

・
4
4
4
6

番

県
立
現
代
産
業
科
学
館
催
し
物

内　　　容 日　時 対象/定員 費用

産業たんけん隊 ㈲ 内オ

リエンテーリング）

11/ 8圉

午前10時50分～
正午

小学生20人
(当日先着)

無料

特別展｢DNA 時代に『古]け

て～DNA とともに50 年｣

11/16(1日)

午後IE持30分～
３時30分

300 人(要予約) 無料

産業技術史講座
｢たたらによる古代の鉄づ

くりと現代の鉄づ＜リ｣

11/16C日)
午前10時30分～

正午

45 人(要予約) 無料

身近なサイエンス教室

｢凧( たこ)をつくろう｣

11/22圉

午前10時30分～
正午

小学∠L年生まで
20人(要予約)

保険料
120円

代
産
業
科
学
館
登
3
7
9
・
2
0
0
5
番

叫
3
7
9
・
2
2
2
1
番
へ

年

金

コ

ン

サ

ー

ト
9
7
「
明

日

の

あ

な

た

を

考

え

て

…

年

金

は

あ

な

た

が

主

人

公

で

す

」

1
1
1
1

一
月
2
8
日
次
午

後
７

時
～

８
時
3
0

分

会
場

市
川
文

化
会
館

内

容
酒

井
美

紀

の
コ

ン
サ

ー
ト
、
Ｂ

・
Ｉ

・

Ｇ

＝
岡
杢

只
一
郎

・
も
り

た
げ

ん
の

年

金
ク
イ

ズ
　

定

員
七
百

五
十

組

・

千

五
百
人

（
抽

選
）
　

杤
乕

無

料

圃
Ｈ
１１月
2
0
日

米

〔
消
印
有

効
〕

ま
で

に

、
（

ガ
キ

に
住

所

・
氏
名

・
年

齢

・
職
業

・
電
話
番

号

を
記
入

し

て
、

〒
2
6
0
千
葉

市
中

臾
区

中
ｍ（

一
丁

目

Ｂ

Ａ

Ｙ
‐
Ｆ
Ｍ
「
年
金

コ

ン
サ

ー
ト

’
9
7」

係

へ

醫
千

葉
県

社
会

部
国
民

年
金

課

昔

帽

・
ｗ
Ｊ
・
９
‥】３
８
ｎ
ぴ
番

観
察
会
「
夜
空
の
ロ
マ
ン
を
求

め
て
」

1
2月
６
日
出
午
後

６
時
～
９
時

会
場

手
賀
の
丘
少
年
自
然

の
家
　
内
容
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
星

の
観
察
・
冬
の
星
座
の
話

対
象
四

歳
以
上

霍

貝
先
着
五
十
人

数

用

二
百
円
（
保
険
料
）

用
電
話
で
手
賀
の
丘
少
年
目
然
の
家

登
０
４
７
１
・
9
1・
1
9
2
3

番
へ

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

公

演

「
演

芸

の

夕

べ

」

い
1
1
1
1

月
1
2
日
水

午
後
６

時
3
0
分
開
演

会
場

市
民
劇

場

内

容
必
笑

コ

ン
ト

「
サ

ム
ラ
イ

日
本
十

歌
謡

曲

「
北
代

愛
」

ほ

か
　

春
鬧

二
千
円

圜
松

戸
市

福
祉
団

体

ど
ん
ぐ

り
の
会

・
吉
葉

登
3
6
5
・
6
9
4
5

番

キ

ッ

キ

ー
ブ

ラ

ガ

ー

ド

展

１１
‥一
月

６

日

米

～
1
8
日

天

午

前

９

時

～

午

後

９

時

会

場

寺

嶋

文

化

会

館

（
柏

駅

徒

歩

三

分

）
　
春
用

入

場

無

料

醫

背

寺

島

文

化

会

館

登
０

４

７

１

・

6
7
・
６

１
［
ａ
３

番

張

昆

油

絵

展

い１１‥一
月
1
9

日

水

～

１９
一
月
H
1
1日

本

午

前

1
0
時

～

午

後

３

時

（
休

園

日

＝

Ｈ

月

2
3日

聡

・
2
4
日

隹

・
3
0
日

㈲

・

１９
一
月

６

日

出

・

７

日

㈲

・
1
0
日

水

）

龠

場

い

ず

み

ギ

ャ

ラ

リ

ー
（

柏

市

）

曹

用

無

料

鬪

社

会

福

祉

法

人

緑

の

会

い

ず

み

園

昔

０

４

７

１

・
7
6

・

８

０

８

ｒ
Ｊ
番

昔

ば

な

し

を

聞

く

会

1
1
1
1

一
月
2
6
日

水

午

前
1
0
時

～

Ｈ
一
時
3
0

分

龠
焉

馬

橋

市

民

セ

ン

タ

ー

内

容

福

島

の

民

話

と

ア

メ

リ

カ

の

民

話

窖

貝
先

着

亘

干

人

（
小

さ

い
お

子

さ

ん

は

不

可

）
　

春
鬧

五

百

円

崋
電

話

で

や

ま

ん

ば

か

た

り

の
会

・

海

老

原

登

剔

・
8
8
6
1

番

へ

ク

リ

ス

マ

ス

ー
フ

ア
ミ

リ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

「

緑

の

地

球

を

子

供

た

ち

へ

」

Ｈ一
月
2
9
日

圉
午

後
２
時
2
0
分
～

４

時

会

場

市
民

劇
場

春
用

九
百

円

（
小

学
生

以
下

は
六
百
円

）

羆

Ｇ
Ｕ

Ｃ

・
ラ

バ
ー
ス

・
中

谷

公
3
6
4

・
2
8
6
7

番

借

地

借

家

の

無

料

相

談

Ｈ
月
1
3
日

米
午

後
１
時

～
４

時

会
場
勤

労
会
館

※
契

約
書

等
が
あ

れ

ば
ご
持
参

を

醫
松

戸

借
地

借
家
人

組
合

・
外
谷

登

3
4
5
・
３

’にＤ
４

８
番

松

戸
川

柳

大
会

Ｈ
月
2
3日

倪
午
前
1
0時
～
午
後
５

時

会
堋
市
民
劇
場

定
員
先
着
二

百
人
　
眥

甲
卞
五
百
円

筒
松
戸
川
柳
会

こ
全
局
登
剔
・
5
9

1
6
番

秋

の

あ
し

な

が
Ｐ

ウ

ォ

ー
ク
1
0

H
月
９
日
㈲
午
前
９
時
3
0分
日
立

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
柏
市
）
集
合

内

容
ガ
ン
遺
児
の
進
学
支
援
の
た
め
、

柏
レ
イ
ソ
ル
の
選
手
と
一
緒
に
十
ご

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ウ
ォ
ー
ク
　
春
用

五
百
円
（
保
険
料
を
含
む
）

用
当
日
会
場
で

醫
蕎
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
1
0実
行

委

員
会
・
糸
井

登
0
3・
３
２
２
１
・
2

5
2
9
番

募
集
し
ま
す

成
人
式
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
募
集

平

成
1
0
年

１
月
1
5日

光

に
森

の
ホ

ー
ル
2
1
で
開
催

す

る
成
人

式

の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す

。

内
容

①
記

念

式
典

（
意
見

の
発
表

・
司
会

進
行

な
ど
匸

⑦
受

付

・
案

内

③
ビ

デ
オ
編
集

①

交
流
会
（
模
擬
店

）

の
手

伝

い
・
写

真
撮
影

対

乖

①
は

成

人
式

該
当
者

白
了

④
は

成
人
式

該

当

者
と
市

内
在

住

の
人

※
協

刀

い
た
だ
く
内
容

に
よ
っ
て
は
、

事
前

の
打
ち

合
わ
せ

が
必
要

に

な

り
ま

す

。

※
謝

礼

・
交
通

費
な

ど
の
支

給

は
あ

り
ま

せ

ん
。

醫
社

会

教
育
課

公
3
6
6・
7
4
6
2

番

福

祉

公

社

非

常

勤

職

員

を

募

集

職
種

ホ

ー
ム
ヘ

ル
パ

ー
　

採
用
人

数
二
十

人
程
度
　

資

格
介
護

福
祉

士

ま
た

は
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー
養
成
研

修

一
上

二
級
課

程
修
了

者

（
市

囚
‥
医
療

機
関

、
福
祉

施
設

勤
務
者

を

除
く
）

※
一
1
1
1
1

月
1
5
日

出
午
前
1
0
時

か
ら

福
祉

公

社
で

説
明
会

を
行

い
ま
す

。

圃

北
松

戸
市

福
祉
公

社

（
総
合

備
祉

会
館
内

）

昔
3
6
8
・
2
9
4
1

番

チャンネル



講
座
・
講
演

地
域
教
育
セ
ミ
ナ
ー
・
子
ど
も

の

現

状

と

家

族

・

社

令

一

Ｈ
一
月
2
7日

～
２

月
2
6日

の
木

・
日

曜
日

の
内

八
回

（
問

い
合
わ

せ
を
）
、

各

午
前
1
0
時
～
正

午

会

場
女

性
セ

ン

タ
ー

ゆ
う

ま

つ
ど
　

内

容
現
代

社

会
と
家
族
ほ
か

講
師
千
葉
大
学

教
授
・
佐
藤
和

夫
氏
ほ
か
　
定

員
先
着
三
十
人

巷
乕

無
料
（
保
育
二
歳
以
上
百
円
）

匣
電
話
で
青
少
年

会
館

登
3
4
4
・
8
5

5
6
番
へ

県

政

教

室

1
2月
1
2
日

金

午

前

９

時
（
予

定

）
東

葛

飾

合

同

庁

舎

財
集

合
　

内

容

知

事

に

よ

る

県

政

に

つ

い

て

の

講

演

・
県

施

設

の

見

学

対

象

東

葛

飾

地

区

在

住

の

二

十

歳

以

上

の

人

霍

貝
三

百

人
（
抽

選

）
　
春
乕

無

料
（
昼

食

付

き

）

圃

い
1
1
1
1

一
月
9
1
］日

金
〔
必

着

〕
ま

で

に

、
往

復
（

ガ

キ

に

応

募

者

全

員

の

住

所

・

氏

名

・
年

齢

・
電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

干
2
7
1松

戸

市

小

根

本

七

東

葛

飾

地

域

県

民

セ

ン

タ

ー

（
公
3
6
5・
3
0

0
8

番

）

へ

さ

わ

や

か

ち

ば

県

民

プ

ラ

ザ

邦

楽

講

座
（
民

謡

・
長

唄

三

味

線

）

①
1
2
月
1
3
日

出

・
1
4日

㈲
②
1
0
年

１
月
2
4
日

出

・
2
5日
㈲

の
各

午
前
1
0

時
～

午
後
４

時

会

場
さ

わ

や
か
ち

ば
県

民

プ
ラ
ザ
　

内

容

①
民
謡
三

味

線

②
長

唄
三

味
線
　

定
員

各
十
五

人

（
抽

選
）
　

眥

用
無
料

圃
1
1
1
1

月
2
8
日

童
〔
必
着
〕
ま

で
に
、
往

復
（

ガ
キ

に
住
所

・
氏
名

・
電

話
番

号

・
年

齢

・
民
謡

ま
た

は
長
唄
三

味

線
の

ど
ち
ら

か

・
受

講
動

機
を
記

入

し

て

、
干
2
7
7柏
市

柏
の
葉

四

の
三

の

一

さ

わ

や

か

ち

ば
県

民

プ

ラ

ザ

事

業

課
　
（

容
０

４

７

１

・
4
0
・
（
Ｓ
冫
り
Ｏ

Ｏ

番

）

へ

講

演

会

「

現

代

の

家

族

の

あ

り

方

～

親

子

の

触

れ

合

い

を

求

め

て

」Ｈ一
月
1
5日

出
午

後
１

時
3
0
分
～

３

時
3
0
分

会

場

青
少

年
会

館

内
容

親
子

の
触

れ
合

い

が
求

め
ら

れ
て

い

る
今

、
親

の
子

ど
も
と

の
接
し

方

讌

叩

丁
葉
大

学
教
授

・
佐

藤
和

夫
氏

霍

貝
先

着
百

人

豊

用
無

料

雨

電

話
ま

た
は
（

ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・
電
話
番

号

を
記
入

し
て

、

〒
2
7
0

松
戸

市
新
松

戸
南

二

の
二
剛
松

戸
市

お

は
な
し

キ
ャ

ラ

バ
ン

昔
3
4
4・
3
0

3
7
番

へ

講

演

会

「

豊

か

な

生

活

の

場

を

求

め

て

」

一
‥１１
月
2
0
日

米

午

前
1
0
時

～

午

後

１

時

会

場

馬

橋

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

み

ん

な

が

安

心

し

て

生

活

す

る

た

め

に

必

要

な

物

を

求

め

て
　

講
師

茅

ヶ

崎

福

祉

総

合

援

助

施

設

理

事

・

和

田

清

氏
　

定

員

当

日

先

着

五

十

人

昔
用

無

料

熈

松

戸

市

肢

体

不

目
由

児

者

父

母

の

会

・

染

谷

登
3
6
7・
8
4
9
0

番

（
夜

間

の

み

）

千

年
講

座

「

旅
」

Ｈ
月
2
9日
出
・
3
0日
㈲
の
各
午
前

1
0時
～
正
午

会
場
市

民
劇
場

対
象
十
五
歳

以
上
の
人
言

十
歳
未
満
の

人
を
優
先
）

内
容
旅
の
企

画
や
乗
り
物

に
つ
い
て
楽

し
く
学
ぶ

定
員
先
着
二

十
人
　
眥
拑

無
料

兩
電
話
で
青
少
年
会
館
昔
剔
・
8
5

5
6
番
へ

青
少

年

会

館

文

化

祭

「

英
語

に

よ

る

オ

ー
プ

ン

ク

ラ

ス
」

Ｈ
月
1
6日
㈲
午
前
1
0時
～
正
午

会

梛
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
「
日

本
と
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

違

い
」
千
葉
大
学
特
別
研
究
員

・
缶

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
（

マ
（

Ｉ
　
費
用

電
話
予
約
二
百
円
（
当
日
三
百
円
）

耳
東
葛
国
際
親
善
ク
ラ
ブ
・
石
川

公

3
4
3
・
癶ｈ
）０乙ｎ
び
り
、り
番

ど

な

た

で

も

参

加

で

き

る

「
介

護

者

教

室

」

①
1
1
1
1

一
月
2
2
日
田

②
1
2月
2
0
日

出

の

各

午

後
１
時
3
0
分

～
３

時
3
0
分

会

場
や

わ
ら
木

苑

（
金

ケ
作

二
七
七

）

内

容

①
「
牛
乳

パ

ッ
ク
で
作

る
和

紙

工

芸
」

講
師

＝
パ
ッ

ク

プ
ル

ー
フ

・

石

土
遥

子
氏

②

「
男

性

が
作

る
筒
単

で
お

い
し

い
食
事

作
り
」

講

師

＝
や

わ
ら
木

苑
職

員

・
佐
藤
由

美
氏

費

用

無
料
　

定

員

各
先

着
三

十
人

圉

電
話

で

や
わ
ら
木

苑

デ
イ

サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ
ト
容
誣

・
0
2
1
3

番

へ

高

齢

者

巡

回

介

護

教

室

Ｈ
月

知一
日

市
午

後
１
時

～
５

時

命
場

六
実

市
民

セ
ン

タ

ー
　

内

容
講

演

①
「
痴
呆

性

の
理
解

と
そ

の
介

護
」

聖

徳
大

学
短

期
大

学
部
講

師

・
秋
山

美

栄
子

氏

②
「
ね

た
き

匯
才老
人

の
家

庭
介
護

」
福

祉
公
社

職
員

⑤

介
護
実

技

＝
松

寿
園

職
員

④
福
祉

機
器

展
示

な
ど

宙

貝
先

着
百

人

費

用
無

料

圃

Ｈ一
月
2
0
日
本

ま
で

に
、
（

ガ
キ

ま

た

は

フ
ァ

ク
ス
で
住

所

・
氏
名

・
電

話
番

号

・
巡

回
介
護

教
室

希
望

と
記

入

し
て

、

〒
ｍ
Ｊ－
2
2
松

戸
市
六

高
台

二

の

一
九

の
二

松
寿

園

容
3
8
6・
6
3

5
7

番

廈
3
8
7
・
8
7
2
0

番

へ

自

閉

症

療

育

相

談

会

（
幼

児

期

・

学

齢

期

）

1
1
1
1

一
月
2
1
日

金
午
前
1
0
時

～
午

後
２

時

会
場

市
社
会

福

祉
協

議
会

助

言

煮

幼
児

指

辱
教
室

「
輝
く

会
」

主

宰

・
青

山
春

美
氏

窖

貝
先
着
五

十

人
　

春
用

無
料

用
電

話

で
松
戸

市
自

閉
症

児
者

親
の

会

・
角

囗

昔
3
8
7・
9
6
0
7

番

へ

教

育

講

演

会

「

国

際

化

時

代

の

子

育

て

と

外

国

語

教

育

の

あ

り

方

を

考

え

る

」

1
1
1
1

一
月
1
8日

㈹

午
前
1
0
時
～
正

午

会
場
小

金
北

市
民

セ
ン

タ

ー・
　
謹
師

ラ

ボ
教
育

セ
ン

タ

ー
理

事

・
松

本
輝

夫
氏

窖

貝
五
十

人

春
用

無
料

※
保
育

あ
り
要

予
約

、
一
人

五
百
円

圃

考

フ
ボ
国

際
交

流
セ

ン

タ
ー

昔
０

１
２

０

・
8
0
8
7
4
3

番

家

事

家

計

講
習

会

①
Ｈ
月
1
7日
菲
午
前
1
0時
～
正
午

＝
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
・
午
前
1
0時

3
0分
～
正
午
＝
小

金
原
体
育
館
、
②

2
0日
米
午
前
1
0時
～
正
午
よ
（

実
市

民
セ
ン
タ
ー
・
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
・
午
前
1
0時
3
0分
～
正
午
＝

小

金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
家
計

簿
か
ら
み
る
生
活
の
適
量
と
環
境
を

考
え
合
う

曹
用
四
百
円

※
保
育
あ
り
要
予
約
、
一
人
二
百
円

筒
松
戸
友
の
会
・
藤
井

登
3
6
3
・
7
6

2
2
番

講

演

会

「
東

葛

飾

地

区

政

治

学

級

」1
2月

５

日

金

午

後

１

時
3
0
分

～

４

時

会

場

東

葛

飾

合

同

庁

舎

内

容

「
政

治

の

現

状

と

ゆ

く

え

」
日

本

テ

レ

ビ

解

逡

奮

貝

・
福

富

達

氏

・
「
落

語

か

ら

見

た

墻

万

と

都

市

文
化

の

違

い
」

落

語

家

・
山

遊

亭

金

太

郎

氏

定

員

百

五

十

人

（
抽

選

）
　
蓄
用

無

料

圃

１１１１Ｅ
月
2
1
日

金
〔
必

着

〕
ま

で

に

、
電

話

ま

た

は
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・

電

話

杳

号

・
政

治

学

級

と

記

入

し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

小

根

本

七

千

葉

県

東

葛

飾

支

庁

総

務

課

企

画

係

昔
3
6
1・
2
1

7
5

番

へ

自

閉

症

講

演

会

Ｈ
月
3
0
囗
㈲
午

前
1
0
時
～
午

後
４

時

会
場

市
民
会
館

内
容

け

や
き

の

郷
の
理

念
に
基

づ
く

事
業

展

開

値
師

社（

希

祉
法
人
け
や
き
の
郷
「
初

雁

の
家
」
施

設
長

・
佐

々
木
敏

宏
氏

ほ

か

霍

貝
先
着
百

人

春
乕

無
料

圃
電

話
で
松

戸
市

自
閉

症
児
者

親

の

会

・
角

囗

昔
3
8
7
・
9
6
0
7

番

へ

竹

の

釣

り

ざ

お

作

り

教

室

‥‥‥一
月
2
3
日

～
1
2
月
9
1口
凵
ま

で

の

毎

週

日

曜

日

（
全

五

回

）

午

後

１

時

～

３

時

会

場

主

催

者

宅

（
松

戸

市

岩

瀬

四

七

三

の

一
松

戸
（

イ

ム

ー
一

一

〇

）
　

霍

貝
先

着

十

人

持

ち

物

夕

オ

ル

・

の

こ

ぎ

り
（
目

の

細

か

い
物

）

費

用

材

料

費

三

千

円

程

度

圃

電

話

で

大

館

登
3
6
2・
4
9
1
2

番

（
平

日

は

夜

間

の

み

）

へ

社

交

ダ
ン

ス

初
心

者

講

習

会

Ｈ
月
７
囗
～
1
2月
2
6日
の
毎
週
金

曜
日

（
全
八
回
）
午
後
６
時
～
７
時

会
場
二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

春
乕
四
千
円

圃
Ｈ
月
７
日
章
直
接
会
場
で

羆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
と
え
ん
て

い
・

那
須

昔
3
6
1
・
3
4
2
9

番

保
健
・
衛
生

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

昭

和
5
0
年

～
5
2
年

生

ま

れ

の

人

が

他

の
年

齢

胼

に

比

べ

て

、

ポ
リ

オ

の

免

疫

を

保

有

し

て

い
る

割

合

が

低

い

こ

と

が

、

厚

生

省

の

調

査

で

わ

か

り

ま

し

た

。

次

に

該

当

す

る

人

は

、

再

度

ポ

リ

オ

ワ

ク

チ

ン

の

予

防

接

種

を

受

け

る

こ

と

を

お

勧

め

し

ま

す

。

対

象

昭

和
5
0
年

～
5
2
年

生

ま

れ

の

人

で

、

ポ
リ

オ

ウ
　

’
……

イ

ル

ス

常

在

国

に
　
　

…

…
…一
‥
’卜’

渡

航

予

定

の

人

ま
　
　

・

た

は
ヽ

ポ
リ

オ

ワ
　
　

こ
｛

１
　

１
１
　

１
｝

ク

チ

ン

接

種

を

受

け

る
子

ど

も

が

い

る

人

ｉ

費

用

や

実

施

場

所

等

は

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

舞

保

健

衛

生

課

予

防

衛

生

係

昔
3
6
6・

7
4
8
4

番

婚
前
・
新
婚
学
級

日時 内　　　容

11/27

休）
U;
品

30ヤ
品
回

夫婦で考えてみよう～現代社会における家族の

役割～順天堂大学医学部助教授・米林喜男氏

12/ 4

休）

もつと知ろう　身体のこと～安心して妊娠・出

産を迎えるために～国立公衆衛生院・林謙治氏

12/11

休）

将来のお父さんお母さんへ～ビデオ「お父さん

へ赤ちゃんからのメッセージ」・健康チェック

（フードチェック・血圧測定） 健康課保健婦

対
象

未
婚
あ

る
い
は
新
婚
の
人

二

人

で
も
参

加
歓
迎

）
　

会
場
中

央
保

健

セ
ン

タ
ー
　

眥

用
無
料

宙
Ｗ
１１
月
2
1
口

金
ま
で

に
、

電
話

で
常

盤
平

方
面

保
健
室

昔
3
8
4・
1
3
3
3

番

へ

ス

ポ
ー
ツ

一

太

郎

で

年

賀

状

を

作

ろ

う

1
1
1
1
1
1

月
1
8
日

㈹
午
前

９
時
3
0
分
～

午

後

Ｏ
時
3
0
分
　

対

乖

文
字
入
力

Ｉ
マ

ウ
ス
操
作

の
で

き

る
人
　

定

員
十
人

費

用

二
千
円

圃
左

記
事

務
所

窓
口

で
受
講

料
を
添

え

、
先
着
順

に
受

け
付

け

問
松
戸

地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

示

金

原

一
の
一
九

の
三
）

登
謝

・
3
2

0
0

番

講

演

会

「

心

を

育

て

る

食

卓

～

食

卓

の

家

族

論

」

Ｈ一
月
2
1
日
金
午

前
1
0
時
～
正

午

会
場
小

金
原

市
民

セ

ン
タ

ー
　

内
容

心

を
開
き

豊
か

に
す

る
食
卓

と
は

講

師
青
葉
学

園
短

期
大

学
教
授

・
室

田
洋

子
氏
　

春
用

三

百
円

※
保

育
あ

り
（
二
歳
以

上

）
要
予

約

。

一
人
二
百

円

筒
不

金
原

保
育

の
会
幼

児
教

室

・
田

口

容
3
4
5・
0
0
1
2

番

つ

ま

み

画

講

習

会

‥
1
1
1
1

月

い
1
1
1
1

日

次

・
2
5
囗

㈹

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

持

ち

物

ピ

ン

セ

ッ

ト

ー
（

サ

ミ

・

お

し

ぼ

り
　

苣

用
二

千

五

百

円

匯

あ

か

し

や

つ
ま

み

画

研

究

会

・

蜷

川

音
3
8
8・
7
3
6
5

番

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
操
作
講
習

会

1
1
1
月
1
5
日

出

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

会

場

肯
少

年

会

館

樋

野

囗

分

館

対

象

十

五

歳

以

上

の

人

三

十

歳

未

満

の

人

優

先

）
　

定

員

先

着

二

十

人
　

持

ち

物

運

動

着

・
上

履

き

春
用

無

料

雨

電

話

で

青

少

年

会
館

昔
3
4
4・
8
5

5
6

番

へ

千

葉

県

ア

マ

チ

ュ

ア

ダ

ン

ス

協

会

東

葛

支

部

「

ス

ポ

ー

ツ

ダ

ン

ス

競

技

大

会

」

1
0年

１
月
1
1
1
1

一
日

㈲
午
前

９
時

～
午

後
７
時

会

場
運
動
公

園
体

育
館

内

容

ク
ラ
ス
別

に
よ

る
審
査
　

善
乕

一

ペ
ア
三
千
円

（
入

場
無

料
）

圃
1
2
月
1
0
日
水

〔
消
印

有
効

〕
ま

で

に
、
所

定

の
申
込
用

紙

で
干
2
7
0
－
0
1

流

山
市

南
流

山
七

の
二

六
の

一
石

井

寿

子

（
登
０
４

７
１

・
5
9
・
4
6
5

0
番
）

へ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
2月
2
1日

～
1
0
年
２

月
2
2
囗
の
毎

週
日

曜
日

と
祝
日

（
年

末
年
始

を
除

く
匸

少
午
前

９
時

～
1
0
時
3
0分

居

午

前
1
0
時
4
5分

～
午

後
Ｏ

時
1
5分

会

場
栗

ケ
沢
公

園
庭

球
場

対

乖

車

内

在

任
・
在

勤
者

曹
用

九
千

円

（
保

険
料

を
含

む
）

圉
Ｈ一
月
1
5
日

出
ま
で

に
、
往

復
（

ガ

キ

に
住
所

・
氏
名

・
電

話
番
号

・
希

望
時

間

（
第
二
希

望
ま

で
）
　・
返
信

用

の
あ
て

名
を
記

入
し

て
、

〒
『
一
松

戸
北
郵

便

局
私
書

箱

匸

一
号
松

戸
市

テ

ニ
ス
協

会
へ

醫
平

木

昔
3
3
0・
4
1
1
2

番

グ
ラ

ウ
ン

ド

ー
ゴ

ル
フ

教

室

1
1
1
1
1

月
1
6囗
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
新
松
戸
南
小
学
校
校
庭
　
眥

用

無
料

用
当
日
会
場
で

醫
体
育
指
導

宮

早

松
本

音
3
4
1
・
8

8
2
0
番

酒
の

悩
み

ご
と

相

談
・
家

族
教

室

Ｈ
月
1
3日
米
・
2
7日
内
午
後
１
時

3
0分
～
４
時
3
0分

会
場
松
戸
保
健

所
　
内
容
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
か
か

え
た
本
人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
専

門
医
師
と
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
・

保
健
婦
に
よ
る
相
談
　
春
用

無
料

雨
電

話
で
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
班

昔
3
6
1
・
2
1
2
1

番
へ

療

育

相

談

Ｈ
月
1
3日

印
午
後
１

時
～
２
時
（
受

け
付

け
は

午
後
１

時
～

１
時
1
5
分
）

会
場
松

戸
保

健
所
　

対
象

乳
児

の
股

関

節
脱
臼
検

診
未

受
診

者

・
整
形
外

科

領
域

の
診
察
相

談
等

を
希

望
す

る

十

八
歳
未

満

の
人

（
予

約
制

）
　

費

用
無

料

※
乳

幼
児

は
、
母

子
手

帳
を

持
参

恵

電
話
で
松

戸
保

健
所

地
域

指
導
班

昔
3
6
1・
2
1
2
1

番

へ

松

戸

市

家

庭

婦

人

卓

球

大

会

いｕ
月
2
7日

内
午

前
９

時
か

ら
　

会

場
運
動

公

園
体
育

館
　

対

乖

車

内
在

住

こ
仕
勤

の
女
性

内

容
ラ
ン

ク
別

個
人

戦
　

春
用

一

人
六
百
円

圃
肯
一
月
2
1
口

座
午

前
1
0
時
か

ら
運
動

公

園

会
議

室
で
行

う
組

合
せ
会

議

で

羆
訟

戸
市

家
庭
婦

人
卓
球

連
盟

・
古

川

登
3
6
2・
3
7
2
9

番

一
輪
車

の

集

い

Ｈ
月
８
日
出
（
雨
天
の
場
合
は
2
2

日
出
）
午
前
８
時
か
ら
　
会
場
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
　
対
象
幼
稚
園
児

以
上
　
内
容
百
い
勹

千
五
百
封
競
争

ほ
か

眥

市
二
百
円

（
保
険
料
を
含

む
）

圃
谺
日
会
場
で

醫
松
戸
市
一
輪
車
協
会
事
務
局

・
中

村
昔
3
8
9
・
7
1
7
1

番

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

‥1
1
1
1

一
月
1
6
囗
㈲
午

前
９

時
～
正

午

会
場

常
盤
平

体
育

館
　

費
用

無
料

用
当

日
会

場
で

舞
体

育
指
４

委
員

ふ
（
戸

昔
3
8
9・
8

4
1
5

番



個人市政

見
学　会

市民の皆さんに市政を身近

に感じていただくため、個人

を対象にした市政見学会を実

施します。

１１月１３日田午前９時～午後３時

３０分　コース市役所（集合・見学）

～２１世紀の森と広場～和名ケ谷ク

リーンセンター（昼食および見学）

～消防局～市役所（解散） 定員先着

２３人　持ち物昼食（食堂等はあり

ません）　費用無料

圉電話で広報課へ

チケットガイド
取扱 時間　 午前10 時～ 午 後 ４時

容384-5050 番 （月 曜日 は休 館）

（松戸 市の 市 外局 番は　　 番で す ）

期　日 内　容 会　場 開演時間 費　用

11/22C土)
劇団天童公演「ピーターパンとウェ

ンディー」（４歳児以上対象）
大ホール 午後2時 全指定席2,000円

30(Eﾖ)

須川展也サ牛ソフ ォンリサイクル

フランス近代作曲家の小品集とピア

ソラ／アディオス・ノニーノほか

小ホづ レ

回
午後2時

全指定席3,200円

学生2,000円

12/ 7(日)

松戸市民コンサート｢ 第九｣演奏会

出演：五月女智恵 、小畑朱実 、山内

廣文、青戸知 、松戸シティフィルほか

大ホール 午後2時
全自由席1,200円

(当日券1,500円)

23 竕

｢管楽合奏は楽しい会？｣

モーツァルト ／セレナード第12 番

K388 ほかモーツァルトの曲を中心に

小ホづ レ

回

午後2時
全自由席2,000円

学生1,000 円

1/10C土)新春寄席　立川談志独演会 小ホール 午後6時
全指定席3,500 円

学生3,000円

25(日)
園田高弘ピアノリサイタル　ベート

ーヴェンノピアノソナタ第21番ほか

大ホール

回 午後2時
全指定席3,200円

学生2,000円

2/ 5 休）

野村万作狂言の会【11月8日発売】

演目：「佐渡狐（きつね）」「千切本」

野村万作 、野村葛斎ほか出演

小ホール 午後ら時30 分 全指定席4,500 円

8(日)
羽田健太郎ハートフル・ピアノ・フ

ァンタジア
大ホール 午後2 時

Ｓ席4,000円

Ａ席3,000円

※会場はいずれも森のホール21 です。

回 印は託児サービス(有料・要予約)があります。詳細はお問い合わせください。

学生席は森のホール21 チケットセンターのみで発売します。

灼
熱
の
日
差
し

が
照
り

つ
け
る
夏

の
砂
浜
を
、
コ

ー
ト

狭
し
と
駆

け
回

る
ビ

ー
チ

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

に
も
な
る
ほ
ど
、

若
者
を
中
心
に
人
気
を
集
め
て

い
る
。

今
年
９
月

、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
サ
ン

ゼ
ル

ス
で

ビ
ー
チ

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
世

界
選
手
権

が
開
催
さ
れ
た
。
総
勢
十

八
人

の
日
本
代

表
。
そ
の
一
員
と
し

て
浮

ケ
谷
知
子

さ
ん
も
大
会
に
出
場

し
た

。
惜
し

く
も
上
位
に
進
出
す

る

こ
と

は
で
き
な
か
っ
た

が
、
全
日
本

女
子
チ

ー
ム
の
エ

ー
ス
ア

タ
ッ
カ
ー

か
ら

ビ

ー
チ

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
に

転
身

し
た
佐

伯
選
手
ら
と
と
も
に

、
晴
れ

の
舞
台

を
踏
ん
だ
。

中

学
生
の
こ
ろ
、
始

め
た

バ
レ

ー

ボ
ー
ル
。
高
校
で
も
チ

ー
ム
の
司

令

塔

で
あ
る
セ
ッ

タ
ー
と
し
て
腕

を
鳴

ら
し

、
全
国

大
会
に
も
出
場
し
た

。

大
学
生
の
時
、「
普
通

の
バ
レ
ー
ボ

手
有
利
の
ハ
ン
デ

を
跳

ね
返

せ

る
か

も
し

れ

な
い
」

と

期
待

を
抱

か
せ

る

ほ

ど
新
鮮

だ

っ
た

と
振
り
返

る
。

以

来

ビ

ー
チ

バ

レ

ー

ボ
ー
ル

の
魅

力

に
引

か
れ

、
可

能
性
を
追
い
続
け

、

夢
を
実
現
さ
せ
た
。

ビーチバレー世界選手権の日本代表チーム。

浮ヶ谷さんは前列右から6人目

つ
て

い
る
よ
う

だ
。

ア
メ
リ

カ
で
の
世

界
選
手

権
出
場

を
報

告
し

た
時
、
子

ど
も

だ
ち

か
ら

「
お
弁
当

持

っ
て
応
援

に
行
く

よ
」

と
声

が
返

っ
て

き

た
。
思

わ
ず
吹

き

出
し
て
し
ま
っ
た
が
、

そ

の
純
粋

な
気
持
ち

に
胸

が
熱
く

な

っ
た

と
か

。

な

か
よ
し

学
級
担
任
の
斉
藤
先
生

も

「
彼
女

は
学
校
の
ア
イ
ド
ル
。
み

ん
な
で
応

援
し
て

い
る
ん
で
す
」
と

温

か
い
目

で
エ
ー
ル
を
送
る
。

「
小

さ
く

て
も
頑
張

れ
ば
で
き
る
。

大

き

い
こ

と

は
言
え

な

い
け

れ

ど
、

観

衆
の
心

を
打
つ

プ
レ

ー
が
モ

ッ
ト

ー
」

と
い
う
浮
ケ
谷
さ
ん
。
さ
わ

や

か
な
小

麦
色
の
笑
顔

が
輝

い
て
見
え

た
。

（
小

山
在
住
）

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス
………O366-0010 番

平日・午後5時～翌日午前9時
休日と土曜･午前9時～翌日午
前9時

◆夜間急病診療所…S368-3756 番
衛生会館内･毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所
………Q365-3430 番

衛生会館内･午後8時～11時

Ｉ

ル
と
コ

ー
ト

の
広
さ
も
ル

ー
ル
も

同

じ
」
と
軽

い
気
持

ち
で
参
加
し
た

ビ
ー
チ

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
。
だ

が

小

人
数
で

プ
レ

ー
す

る
分
、
攻
守
に

バ
ラ
ン
ス

の
取

れ
た
動

き
と
相
手

の

裏
を
か
く
頭
脳

プ
レ
ー
が
要
求

さ
れ

た
。「
全
く
違
う

競
技
」
と
驚
く
ほ
ど

戸
惑

い
を
覚
え

た
が
、
身
長
百
五
十

八
勹
、

、バ
レ

ー
選
手

と
し
て
は
小

柄

な
浮

ケ
谷

さ
ん
に
と

っ
て
、「
大
型
選

観
衆
の
心
を
打
つ

プ
レ
ー
が
モ
ッ
ト
ー

代
表

メ
ン
バ
ー
の
多
く
は

、
プ
ロ

選
手

な
ど
生
活

の
中
心
を

ビ
ー
チ

バ

レ

ー
ボ
ー
ル
に
置
い
て

い
る
。
し

か

し

、
浮

ケ
谷

さ
ん

の
普
段

の
顔

は
、

市

立
常
盤
平

第
一
小
学
校

「
な
か
よ

し
学
級
」

の
補
助
教
員

。
練
習

も
休

日
に
限
ら
れ
る
た
め
、
試
合
に
向
け

て
の
調
整

な
ど
難
し

い
が
、「
ど
ち
ら

も
大

切

に
し

て

い
る
も

の
だ

か
ら
」

と
話
す

。
試

合
で
結
果

が
出

な

い
と

き
で
も

「
子

ど
も
た
ち
と
接
し

て

い

る
と

、
不
思

議
と
元
気

が
湧
く
ん
で

す

。
心

の
栄
養
を
も
ら

っ
て

い
る
ん

で

す
か

ね
」
。

バ
レ

ー
と

学
校

を
両

立

す
る
こ

と
は

、
自
信

と
支
え

に
な

ビーチバレーボール世界選手権出場

浮ヶ 谷 知 子さル

星
を
見
る
会

付
き
や
惑
星
を
望
遠
鏡
で
診
ま
せ
ん
か

1　星空コンサート「JAZZ」特 集 ＝ 午 後5 時 ３０分 ～ ６時 ２０

分 ２ 観 望 会 （ 雨 天 ・ 曇 天 時 は

ド ー ム 内 て 当 夜 の 星 空 解 説 の
み）

会場市民会館プラネタリウム室

屋上　定員各先着180人

260人　費用無料

人
ひと

お気軽にご相談ください　１１月の相談あんない

巡

回

年

金

相

談

消費生活相談

育児相談

相談名

交通事故

市政･一般

法律相談

(予約制)

税務相談

登記相談

行政相談

住宅相談

外国人相談

住宅ﾘﾌｫｰﾑ

労働相談

期　　日 時　　間
会場

相談名 期　　日 時　　間 会　場

人権相談

心

配

ご
と

相

談

ゆう まつ ど

こころの相談

女性就業相談

女性パート

労 働 相 談

就学相談

教育相談

青少年相談

森のホール21チケットセン
ター

救急医療体制
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